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令和６年第４回天城町議会定例会議事日程（第１号） 

令和６年12月５日（木曜日）午前10時開議 

 

      開会（開議） 

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 会期の決定 

○日程第３ 諸報告 

      （１） 諸般の報告 

      （２） 行政報告 

○日程第４ 一般質問 

      奥  好生 議員 

      松山小百合 議員 

      喜入伊佐男 議員 

      散会 
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１．出席議員（１４名） 

  議席番号   氏   名       議席番号   氏   名 

    １番  松 山 小百合        ２番  平 岡 寛 次  

    ３番  島   和 也        ４番  喜 入 伊佐男  

    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  

    ７番  昇   健 児        ８番  大 澤 皓一郎  

    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １１番  前 田 芳 作       １２番  柏 井 洋 一  

   １３番  平 山 栄 助       １４番  上 岡 義 茂  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 山 田 悦 和     議会事務局書記 實 村 健 太  

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名   氏   名       職  名   氏   名 

 町 長 森 田 弘 光     教 育 長 院 田 裕 一  

 副 町 長 祷   清次郎     教委総務課長 和 田 智 磯  

 総 務 課 長 福   健吉郎     社会教育課長 中   秀 樹  

 総務課長補佐 宇 都 克 俊     農 政 課 長 碇 本 順 一  

 企画財政課長 森 田 博 二     農地整備課長 柚 木 洋 佐  

 くらしと税務課長 髙   芳 征     建 設 課 長 宮 山   浩  

 長寿子育て課長 廣 田 泰 望     農業委員会事務局長 芝   健 次  

 けんこう増進課長 中 村 慶 太     水 道 課 長 西 松 清 仁  

 商工水産観光課長 梅 岡 拓 司     会 計 課 長 関 田   進  

                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開会（開議）午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和６年第４回天城町議会定例会を開会し

ます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本定例会より、議員の呼称については君付けから議員へ、執行部の呼称について

も、君付けから課長などへ改めますので、よろしくお願いいたします。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、柏井洋一議員、平山栄助

議員を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から１２月９日までの５日間にしたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から１２月９日までの５日間に決定し

ました。 

 

△ 日程第３ 諸報告 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第３、諸報告を行います。 

 初めに、議長より令和６年第７回臨時会以降、本定例会までの諸般の報告を行い

ます。 
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 議長の動静等の報告は、お手元に配付してあります。お目通し願い、報告といた

します。 

 次に、本日、町長より議案が９件提出されました。よって、議案はその件名一覧

表とともにお手元に配付してあります。契約議案、予算の補正などがありますが、

慎重にご審議の上、適切なご判断をお願いいたします。 

 次に、天城町監査委員より、令和６年１１月分までの例月出納検査の結果、適正

に処理されているとの報告がなされています。 

 以上で、議長の報告を終わります。 

 次に、町長から行政報告の申出がありましたので、これを許可します。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、１０月１７日、第７回天城町議会臨時会以降の主な件につきまして、

報告をいたします。 

 １０月１８日、天城町教育委員の委嘱状の交付をいたしました。また同日、天城

町中学生海外派遣の出発式も行っております。 

 １０月１９日、徳之島地区ゆめ・ときめきねんりんスポーツ大会がすぱーく天城

でございまして、挨拶をいたしました。 

 １０月２２日、国土交通省特別地域振興官が天城町を視察いたしました。天城町

山海留学事業、あまぎ自然と伝統文化体験館、また、天城町熱帯果樹生産組合の皆

さん方と懇談をいたしております。 

 １０月２５日、徳之島公共交通活性化協議会が伊仙町でございました。 

 １０月２９日、出産祝金の贈呈式を保健センターで行いました。 

 １１月１日、日本ソフトボールＭＯＲＩ ＡＬＬ ＷＡＶＥの合宿誘致活動を行

いました。 

 １１月３日、中学生海外派遣帰国の報告会並びに第４２回町民文化祭が防災セン

ターでございました。 

 １１月６日、天城町戦没者の追悼式が行われました。 

 １１月７日、奄美群島農業祭並びに第２回キビ１グランプリがございまして、出

席いたしました。 

 １１月１０日、中部奄美会記念式典並びに総会が名古屋でございまして、出席を

いたしております。 

 １１月１２日、徳田虎雄氏を偲ぶ会が徳之島町でございました。議会及び町民の

皆さん方のご参加に対しましてお礼を申し上げます。 

 １１月１４日、全国治水砂防促進大会、東京。 
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 １１月１６日、タンザニア連合共和国大使館特命全権大使が来島いたしまして、

交流会が行われました。 

 １１月１９日、世界自然遺産５地域会議及び国立公園立地自治体の協議会が東京

でありました。 

 また、１１月２０日、全国町村会及び国会議員の皆さん方との懇談会。 

 １１月２１日、奄美群島振興開発の推進に関する要望活動並びに意見交換が東京

でございまして出席いたしました。 

 １１月２２日、国連世界観光機関ＵＮ Ｔｏｕｒｉｓｍによりますベスト・ツー

リズム・ビレッジに天城町が認定されましたので、その記者会見を行っております。 

 ここにつきましては少しお時間を頂いて、また、ＡＹＴを御覧の町民の皆様に、

このベスト・ツーリズム・ビレッジについてご報告させていただきたいと思います。 

 令和６年１１月１４日、南米コロンビアで開催されました国連世界観光機関ＵＮ 

Ｔｏｕｒｉｓｍの総会におきまして、加盟国６０ヶ国以上、また２６０地域の中か

らベスト・ツーリズム・ビレッジ２０２４が発表され、私どもの天城町が九州で初

めて認定をされました。 

 ベスト・ツーリズム・ビレッジにつきましては、観光を通じた自然文化遺産の保

全、そしてまた、観光地づくりに取り組んでいる優良な地域を国連世界観光機関Ｕ

Ｎ Ｔｏｕｒｉｓｍが認定するという制度でございますが、観光庁、また関係機関

のご協力をいただきましてその申請をし、このたびの認定を受けたということにな

ります。 

 これからも持続可能な観光地として、また国際的な認知度の向上に向けて取り組

んでまいりたいと思っております。議会、そしてまた町民の皆さんのご理解、ご協

力をお願いしたいと思います。 

 １１月２２日同日、天城町合同金婚式を防災センターで行いました。 

 １１月２３日、第５３回天城町農業祭を天城町総合運動公園の多目的広場で開催

いたしました。また、同日午後、知事とのふれあい対話ということで、徳之島町生

涯学習センターでございました。本町から４名の農家の方が対話に参加しておりま

す。 

 １１月２６日、日本版ベスト・ツーリズム・ビレッジ連携協議会の第１回総会並

びにシンポジウムがありまして、白川村でございまして参加いたしました。 

 １１月２７日、徳之島空港消火救難総合訓練を空港で開催いたしました。また同

日、田原廣秀氏に旭日雙光章の伝達式を行いました。 

 １２月１日、第１回集落対抗Ｂ＆Ｇソフトボール大会が総合運動公園野球場、ま

た同日、男女共同参画・ジェンダー平等地域ＭＩＮＮＡ会議を防災センター、そし
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てまた同日、第３回わっきゃが市場「アートと音楽の祭典」をＢ＆Ｇ体育館アリー

ナで行っております。 

 以上、主な行政報告をいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、諸報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第４、一般質問を行います。 

 議席番号６番、奥好生議員の一般質問を許します。 

○６番（奥 好生議員）   

 議場の皆様、またＡＹＴテレビを御覧の町民の皆様、おはようございます。議席

番号６番、奥好生でございます。 

 １２月議会定例会、最初の一般質問でございます。 

 今年もあと僅かになりました。子育て世帯の方たちは子供の世話や家庭教育に頑

張りながら、農家の方々は稼ぐ農業に知恵を絞りながら、高齢の方々は健康に留意

しながら、日々お過ごしのことと思います。よい年を迎えられますよう、お互いに

頑張りましょう。 

 それでは、議長の許可を頂きましたので、一般質問を行います。 

 １項目め、行政運営について。 

 １点目、町の会議で最上位にある定例町議会をどのように認識しているか。 

 ２点目、町長部局以外の執行機関に配属されている職員の資質向上と監督責任に

ついて。 

 ３点目、歳計外現金等の管理・責任について。 

 ４点目、委員会・審議会等の議事録の作成、公表について。 

 ５点目、天城町人材育成基本方針について。 

 ２項目め、観光振興について。 

 １点目、現在の取組と今後の計画について。 

 ３項目め、徳之島空港ビルの建て替えについて。 

 １点目、計画の予定について。 

 ４項目め、農政について。 

 １点目、新農業ビジョンの策定について。 

 ５項目め、建設行政について。 
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 １点目、南部地区への住宅建設及び子どもの遊び場設置について。 

 ６項目め、教育行政について。 

 １点目、教育振興基本計画について。 

 ２点目、徳之島高校バス通学支援補助について。 

 ３点目、学校施設の管理責任について。 

 ４点目、転入教職員宣誓式・歓迎会について。 

 以上について一般質問を行います。よろしくお願いします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、奥議員のご質問にお答えしてまいりますが、行政運営関係の中でも教

育委員会に関係することがございますので、その部分については教育長のほうから

お答えさせていただきます。 

 それでは、お答えいたします。 

 １項目め、行政運営について、その１、町の会議で最上位にある定例町議会をど

のように認識しているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 議会は、地方公共団体の意思を決定する機能及び執行機関を監視する機能になっ

ており、地方自治法第９６条に掲げる議決事項によりまして条例制定や予算の決定

などの重要事項を決定する権限を持ち、それを経て私ども執行部は予算を執行する

権限を有することができます。 

 そのため、議決機関である議会と、町政を行う私ども町長をはじめとする執行機

関の関係は、車の両輪として対等の立場に立ってお互いに尊重し、議論し合いなが

ら、よりよい町政の実現に尽くしていくことが求められているものと認識をしてお

ります。 

 行政運営について、その２、町長部局以外の執行機関に配属されている職員の資

質向上と監督責任についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 教育委員会、議会事務局、農業委員会など町長部局以外の職員につきましても、

町長部局の職員と同様に各種研修を実施し、その資質の向上に努めているところで

ございます。 

 監督責任につきましては、各課に管理職として課長、事務局長を配置しており、

職員の管理監督の責務を担っておりますが、もちろん最終的な責任は町長にあると

認識をしております。 
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 行政運営についてその３、歳計外現金等の管理・責任についてということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 現在、歳計外現金等につきましては会計課におきまして通帳１１冊を管理し、そ

の運用につきましては、その業務を所管する各課にて行っているところでございま

す。 

 行政運営について、その４、委員会・審議会等の議事録の作成、公表についてと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 議事録の作成、公表につきましては、各委員会また審議会の会議規則等に基づき、

作成、公表されるものと認識をしております。 

 また、特に規則等で議事録の作成がうたわれていない会議等におきましても、そ

の要旨を記録し備えておくことは必要であると考えております。 

 行政運営について、その５、天城町人材育成基本方針についてということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 天城町人材育成基本方針につきましては、平成１７年３月に策定し、令和２年

７月１日に改正を行っております。 

 その内容に基づきまして、国・県・団体への職員派遣、また各種研修会の実施に

より職員の資質向上に努めております。 

 また、女性管理職の育成を目的とした研修会を、町内小中学校の教頭先生を講師

として招聘し、本年度は２回実施したところでございます。 

 多様化する町民ニーズに迅速かつ的確に対応できる職員を育成するためにも、基

本方針に沿った取組を実施するとともに、また適宜その見直しも行ってまいりたい

と考えております。 

 ２項目め、観光振興について、その１、現在の取組と今後の計画についてという

ことでございます。 

 お答えいたします。 

 先ほども報告いたしましたが、今回、国連世界観光機関ＵＮ Ｔｏｕｒｉｓｍに

おきまして、天城町が国内で８地域目のベスト・ツーリズム・ビレッジに認定され

ました。世界自然遺産登録に並ぶ大変名誉な認定であると認識をしております。 

 また、この認定によりまして、外国人観光客、いわゆるインバウンドの増加も予

想されますことから、補助事業を活用して天城町ホームページの多言語化への改修

を進めることとしております。また、町内の観光地や飲食店を多言語でも紹介でき
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るよう、準備をしてまいりたいと考えております。 

 今後の計画につきましては、本町の歴史、文化、自然環境を保全継承し、持続可

能な観光地を主眼におきまして、ハード・ソフト両面からの整備を図ってまいりた

いと考えております。 

 ３項目め、徳之島空港ビルの建て替えについて、その１、計画の予定についてと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 現在の徳之島空港ビルは昭和５５年に運用を開始し、４４年が経過しております。

また、貨物ビルにつきましても昭和４９年に運用、５０年が経過しました。随所に

雨漏りが見られるなど、経年劣化による老朽化が進んでおります。 

 昨年の９月議会においても一般質問がございましたが、その後、鹿児島県庁港湾

空港課を訪問し、空港ビル及び貨物ビルの現状報告とその建て替えの必要性につい

て協議してまいりました。 

 現在、徳之島空港ビル株式会社では耐震診断を発注しております。本年度末には

その結果が出ることとなっております。その結果を踏まえながら、建て替え、増改

築の議論を進めていければと考えております。 

 また、町としましても関係機関との調整、また財源面において、空港ビル株式会

社と連携をしながら取り組んでまいりたいと考えております。 

 ４項目め、農政について、その１、新農業ビジョンの策定についてということで

ございます。 

 お答えいたします。 

 令和７年度に見直しを行うこととなっております農業ビジョンでございます。こ

こ２年ほど子牛価格の低迷などにより、その目標としております４５億円に達成で

きずにおります。 

 物価高騰や自然災害の頻発、また地球温暖化対策に対する脱炭素など、農業を取

り巻く環境は大きく変動してきております。これらを踏まえた議論をしっかり重ね、

次期農業ビジョンに反映させたいと考えております。 

 ５項目め、建設行政について、その１、南部地区への住宅建設及び子供の遊び場

設置についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 南部地区への住宅建設につきましては、令和７年度に兼久振興団地の建て替え基

本計画の策定、そしてまた実施設計業務、これは１棟８戸程度でありますけれども、

を計画しております。 

 南部地区の子供の遊び場につきましては、来年度以降、秋利神キャンパスパーク
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にグラウンドゴルフ場を整備する予定であるほか、令和８年度から兼久振興団地を

順次建て替えていくという計画でございますけれども、それに伴いましてその敷地

内に子供の遊び場が計画できないかということで、今準備をしているところでござ

います。 

 ６項目めは教育行政でございますので、教育長のほうからお答えいたします。 

 以上、奥議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは皆様、してぃむてぃうがめぇら。おはようございます。 

 それでは、奥議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１項目めの行政運営についての関連の質問でございます。 

 １点目、町の会議で最上位にある定例町議会をどのように認識しているかでござ

います。 

 お答えいたします。 

 定例町議会につきましては先ほど町長もお答えいたしましたが、私としても教育

行政における住民自治の観点から、極めて大切であると考えております。 

 生きがいのあるまちづくりや未来を託せる子供たちを育てるための教育施策や、

町内の小中学校及び教育関連施設の管理運営に係ることなど、議会を通して町民の

皆様の要望や内容をしっかり受け止め、また説明をするための大切な場だと認識し

ているところでございます。 

 行政運営の２点目、町長部局以外の執行機関に配属されている職員の資質向上と

監督責任についてでございます。 

 お答えいたします。 

 教育委員会事務局では、毎月、月初めの職員連絡会の中で、資質向上のための指

導や助言等を随時行っております。また、地区や県主催による定期的な各種研修会

にも参加させています。そのほか、町長部局主催の研修会に職員を積極的に参加さ

せ、資質の向上に努めているところでございます。 

 監督責任につきましては、教育委員会両課の課長や教育関連各施設の所長、室長、

館長も担っておりますが、最終的には教育長でございます。 

 次に、行政運営の４点目、委員会・審議会等の議事録の作成、公表についてでご

ざいます。 

 お答えいたします。 

 教育行政におきましては、各種会議の議事録作成を行っておりますが、公表につ
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きましては現在のところ行っていないところでございます。 

 続きまして、６項目めの教育行政について、その１点目、教育振興基本計画につ

いてでございます。 

 お答えいたします。 

 ９月議会でもお答えいたしましたが、今後５年間の本町の教育振興基本計画にな

ります。新たに事業指標・数値目標を設定し、８月に完成したところでございます。 

 定期的な点検と結果のフィードバックを行い、より専門的な有識者等のご意見を

反映させながら、実効性のある教育振興基本計画にしていきたいと考えております。 

 その２点目、徳之島高校バス通学支援補助についてでございます。 

 お答えいたします。 

 徳之島高校バス通学支援補助につきましては、現状課題の把握と今後の対応策の

ため、１０月１５日に本町出身の徳之島高校の生徒たちに直接話を聞きました。 

 自家用車での送迎やバイク通学がほとんどで、バス通学は時間的な制限等があり、

支援補助の活用がしにくいということを改めて認識したところでございます。次年

度以降は、バス通学以外の生徒にも経済的負担を減らすために支援ができないか検

討を進めているところでございます。 

 教育行政についてのその３点目、学校施設の管理責任についてでございます。 

 お答えいたします。 

 学校施設の管理責任につきましては、教育委員会といたしまして、学校と常に密

接に連携し情報を共有しながら、施設の管理、安全対策等を行っているところでご

ざいます。 

 教育行政の４点目、転入教職員宣誓式・歓迎会についてでございます。 

 お答えいたします。 

 転入教職員の宣誓式につきましては、毎年４月の初めに実施しております。町長

や副町長、議会の皆様、区長の皆様などに臨席を賜っているところでございます。 

 当日は宣誓式の後に研修会を実施し、本町の教育行政の施策の紹介や、町内の景

勝地などをバスで巡る実地研修も行っているところでございます。また、研修会終

了後には、転入職員の皆様に天城町の郷土料理が入ったお弁当も味わっていただい

ております。 

 歓迎会につきましては、今年度は管理職を対象として行いましたが、次年度以降

について教育委員会内で検討してまいります。 

 以上でございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 １回目の答弁を頂きましたので、これから改めて詳細について質問をしていきた
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いと思います。 

 まず１項目め、行政運営についての１点目。町の会議で最上位にある定例町議会

をどのように認識しているかということでございますが、先ほど町長と教育長が答

弁いただきましたが、そのとおりだと思います。 

 議会は、町の意思を決定する機能及び執行機関を監視する機能を担うものとして、

同じく町民から直接選挙された町と相互に牽制し合うことにより、地方自治の適正

な運営を期することとされています。議案の審議や議員からの一般質問による政策

論議を交わす、重要な会議であると私は認識をしております。 

 そのような会議に責任ある課長、局長等が別の会議などに出席して、大事な議会

を欠席することは望ましくないと考えております。そのようなときは、逆に代理を

他の会議に出席させて、責任ある課長、局長等は議会に出席すべきではないかと思

いますが、職員を監督する立場にある総務課長、副町長のお考えをお尋ねいたしま

す。 

○祷 清次郎副町長   

 お答えいたします。 

 町長の答弁、教育長の答弁、そして議員のご質問にもありましたが、町議会は直

接、町民から選挙で選ばれた議員で構成され、その町政に町民の意見、要望を反映

させるために議論を行う場であると認識をしております。 

 主な役目につきましては、町の予算の決定、決算の認定、そして条例の制定や改

廃、契約の締結など重要な事項を審議するものでございます。極めて天城町にとっ

ては、最上位の会議であると認識しておりますので、ご指摘のようにそのようなと

きには代理を出し、町議会に臨むべきであると考えております。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 先ほど来、町長、副町長と、また奥議員のほうからも、その議会の重要性を述べ

られたところでございます。私もこの議会につきましては、役場職員、公務員とし

て、課長として最高位の会議だというふうに認識しております。 

 これまでもいろいろな別の会があっても、その会議には出席せずに議会を優先さ

せてまいりました。そういった意味では、先ほど申し上げましたとおり、議会は最

高位の会議であると認識しております。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ、そのような考えを持って議会に出席をしていただきたいと思います。 

 次なんですけれども、今年は臨時定例会の回数が１０月までに７回と、非常に多

いように感じておりましたけれども、あるところ、全国町村議会ですかね、実態調



－14－   

査によりますと５回以上が大分多いようでございまして、天城町も７回と、私の考

えとちょっと若干違うような統計が出ています。 

 しかしながら、本当に緊急に臨時議会を開くのかというところの内容まではちょ

っと調べておりませんので、できれば安易な臨時議会じゃなくて、十分定例会に間

に合うようなものは十分な準備をして臨んでいただきたいと思います。 

 それから、前回、１０月１７日開会の第７回臨時議会においては、町長が１０月

の１１日に臨時議会の招集をなされておりますけれども、議長から臨時議会の招集

通知と議案の写しが届いたのは１日前の１０月１６日でありました。これについて

は議案の作成が間に合わなかったということも聞いておりますけれども、そういっ

た都合があったんでしょう。 

 今回は非常にスムーズに大分議案等を見る期間もありまして、職員も頑張ってお

られると思います。しかしながら、また、今日の議案の取下げ、これは過去何十年

と人事院勧告による職員の給与の見直しの議案については、経験がされているわけ

です。実績があるわけですよね。そういったところで、安易に、国がこうするだろ

うという予定で安易に議会に上げるとこういったことになるわけですよね。 

 そこはやはり慎重にして、順序を間違えないで、臨時議会を開くことに反対では

ないわけですから、そういったときはこういったことがないように、しっかりと町

長が臨時議会を招集すればいいわけですので、そこら辺はまた再度、そういった過

去の実績も勉強されて、しっかりとした対応をしていただきたいと思います。 

 次に２点目の、町長部局以外の執行機関に配属されている職員の資質向上と監督

責任についてでございますが、まず地方公務員法の第２４条で、職員の給与はその

職務と責任に応ずるものでなければならないとうたわれております。 

 また、町長の補助機関以外の執行機関には教育委員会、農業委員会、選挙管理委

員会、監査委員、固定資産評価審査委員会などがあり、そこの事務局には役場職員

が配置されておりますが、そこに勤務する職員の研修や監督が、何て言いますかね、

その一般職員、町長部局の職員と同じような研修では、ちょっとまずいのではない

かと思います。 

 そこのその補助機関以外の執行機関には、そこの特色ある業務というのがあるわ

けですよね。そこらあたりの研修をしっかりさせないと、何か、そこには確かに局

長とか課長とかいるわけなんですけれども、その上の上司、会長とか委員長とかは

非常勤なわけですよね。で、事務局の職員がやっぱり、その会議以外の事務的なも

のについては、しっかりと責任を取らないといけないわけです。 

 そのためには、いろいろな上級機関からの通達、そういった公文関係もしっかり

と勉強して行政事務を進めないといけないと思います。そこらあたりについて総務
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課長のお考えをお尋ねします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 まず、今、本町におきましては、いろいろな職員研修を行っているわけでござい

ます。これにつきましては、全ての職員が同じ認識を持ってほしいという観点で行

われる研修もございます。そういったものにつきましては、先ほどから言われてい

る町長部局以外の職員も受けていただいております。 

 それとまた、その専門的な部署、その町長部局以外の部署、例えば農業委員会で

すとか選管とかですね、そういったところにつきましてはちょっと定かではないで

すけれども、私の中ではそれぞれの部署においての研修等も、職員研修、またそう

いった担当者会議の中での研修というものもあろうかというふうに認識しておりま

す。 

 また、出張旅費の決済をする際にもそういった研修会に参加すると、そういった

出張もございますのでそれぞれの部局において、それぞれの分野における専門的な

研修というのはなされているものと認識しております。 

○６番（奥 好生議員）   

 参考までなんですけれども、例えば、農業委員会事務局設置規則によりますと、

農業委員会事務局は委員会に関する一切の事務を処理するというふうにうたわれて

おります。 

 また、天城町報酬及び費用弁償等に関する条例第４条には、報酬の支給期日とか、

そういったのがうたわれております。 

 この関連で奄美市を調べてみましたら、奄美市はこういった委員会とかの報酬支

給日は職員の例によるというふうになっていまして、職員は支給日がいつかといい

ますと、毎月２２日みたいです。 

 そういうことでありますので、ぜひ、副町長、総務課長はそこら辺も踏まえまし

て、しっかりとした研修をして指導していただきたいと思いますが、最後に副町長

どうでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 目まぐるしく変わりゆく社会情勢に伴う新たな行政課題、また、多種多様な町民

ニーズにしっかりと応えるためには、職員一人一人の資質向上、スキルアップが重

要でございます。そのために必要とする各種研修等を行っているわけでありますが、

ご指摘のように各部署、課によって必要な研修については、総務課長を中心に今後

も積極的に取り入れ、参加をさせていただきたいと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   
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 次に、３点目の歳計外現金等の管理・責任についてでございますが、歳計外現金

に対して地方自治体の所有に属さず、町の支払資金に充てることのできない現金で

ある歳入歳出外現金、いわゆる歳計外現金と言いますけれども各部署にあると思い

ます。 

 具体的には入札保証金あるいは契約保証金、職員の給与に係る所得税、共済掛金、

社会保険料、公営住宅敷金、教職員住宅敷金等がありますが、この現金の管理を、

担当課長は現在どのような形で行っているのか、定期的にチェックをして記録され

ているのかお尋ねします。まず、総務課長のほうからお願いします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 総務課におきましては、源泉所得税とあと共済掛金、共済年金と３つの歳計外現

金がございます。これにつきましては、給与天引き等でおのおの職員から天引きし

た分について、翌月に、期日が１０日とかで決まっているのですが、それに基づい

て税務署なり共済組合へ支払うと、振り込むという形になっております。 

 私のほうでは、一応それ以外の協議会の通帳も毎月チェックを入れております。

また共済の歳計外につきましては、総務課のほうに、会計課のほうから毎月の収支

の報告がございます。 

 その中でも、歳入歳出外現金、歳計外という項目がございまして、残高がゼロに

なっているとか、そういった確認をさせていただいております。 

○６番（奥 好生議員）   

 もうちょっと具体的に総務課長にお尋ねしますが、私がお尋ねしたいのは、通帳

がございますよね。一旦、職員の所得税とか共済掛金とかを天引きします。それを

一旦、通帳に預けると思うんですよね。通帳から引き出して支払いをする。通帳は

会計課に保管されていると思うんですけれども、担当課長は通帳をその都度、２ヶ

月に１回あるいは３ヶ月に１回ほど、通帳を確認しているかということをお尋ねし

たいわけですよね。 

 なぜかと言いますと、所得税とか共済掛金は毎月職員から、あるいは町からの掛

金分とか集めます。それを支払えば、残りが限りなくゼロに近くなるわけなんです

よ。利息がつくかも分かりませんけれども、そこら辺を確認をして、ちゃんと定期

的にチェックをされているかということをお尋ねしています。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 ちょっと確認させてください。先ほど、協議会等の通帳については、毎月月末等

に、各課長それぞれ会計に預けている通帳については、残高等を確認しているとこ
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ろでございます。 

 今のこの話の歳計外現金につきましては、私のほうではちょっと通帳のほうは見

ておりませんでした。先ほど申し上げましたように、会計から上がってくる月報、

これの数字を見て確認をさせていただいたという回答でした。 

○６番（奥 好生議員）   

 多分、ほかの課の課長さん方もそのような管理の仕方をされているんじゃないか

と思いますけれども、こういうふうな収支報告書とか、そういったもので確認をし

ておりますと、いずれまた何らかの問題が起きると思います。 

 ちなみに私が会計課長をしていたときかどうか知らないんですけれども、総務課

の今言った通帳を見ますと、大分お金が溜まったんですね。ゼロにならない状態だ

ったんですよ。そういったのがありますので、そこら辺をしっかりとチェックして

くださいということです。 

 あと、農政課であれば、糖業振興会のお金もあると思いますけれども、あるいは

住宅敷金、そういったものも、住宅敷金も、今現在を時点に考えれば、今住んでい

る方に返金すればゼロに近くなるわけなんですよね。 

 そこらあたり、通帳の現金と実態が合っているかどうかということを、課長は責

任を持ってチェックをしていただきたいということですので、ぜひ、今後また再度

この件について質問するかも分かりませんので、しっかりとした、将来問題が起き

ないような形でチェックをお願いしたいと思います。 

 続きまして、４点目の委員会・審議会等の議事録の作成、公表についてでござい

ますが、先ほど教育長のほうからも答弁いただきましたが、まず、教育委員会にお

尋ねをします。 

 教育行政の組織及び運営の基本を定めることを目的とする地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第１４条第９項で、教育長は教育委員会の会議の終了後遅滞な

く、教育委員会規則で定めるところにより、その議事録を作成し、これを公表する

よう努めなければならないとされております。 

 文部科学省の調査では、自治体の過半数以上が教育委員会議事録をホームページ

等で公表をしているようでございます。教育文化のまちを宣言している我が町も、

公表するようにしたらどうでしょうか。教育長にお尋ねします。 

○院田 裕一教育長   

 大変ありがとうございます。 

 今後はしっかりまた、本当に町民の皆様、全ての皆様に公表して、またいろいろ

としっかりと見ていただくためにも、公表できるように、また前向きに検討してい

きたいと思っております。 
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○６番（奥 好生議員）   

 他の自治体も参考にして、そんなに細かくは書いてないみたいですので、公表で

きる範囲内でぜひお願いしたいと思います。 

 ほかの委員会・審議会を抱えている課等におきましても、会議終了後１ヶ月以内

ぐらいでは議事録を作成して委員のメンバーにも配付をしたり、町ホームページに

も載せるようにしたほうが、まちの活性化にもつながるのではないかと思いますが、

これについては総務課長のお考えをお尋ねします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 当然、規則等、規約等で議事録また公表ということがうたわれているのであれば、

１００％しっかり公表すべきかというふうに思っております。 

 また、町民の方にもどんな会議の内容だったというのがしっかり伝わると、また、

周知するというんですかね、そういった意味合いでも非常に前進的なことじゃない

かなと思っておりますので、規則にうたわれている場合は議事録、また公表に努め

ていくべきだと考えております。 

 また、それ以外の特段議事録とかうたわれていないものにつきましても、先ほど

町長、冒頭答弁ございましたようにその会議の内容、こういったものはもう端的に

簡潔にまとめたやつを、しっかりと備えておいて公表すべきであれば、公表したほ

うがいいのであれば、そういった内容で開催されましたというふうなＰＲもいいの

かなというふうに感じたところでございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 それでは次に、５点目の天城町人材育成基本方針についてご質問いたします。 

 この件を質問に取り上げました理由は、再任用職員や現役の職員には、この集落

活動には積極的に参加をしていただきたいという思いからでございます。また、老

人クラブ活動への協力依頼も兼ねてでございますが、ある集落においては、６０歳

未満の役場職員も役員として活躍をしている集落もございます。 

 そこでお願いしたいことは、定年した職員を再任用職員として採用するに当たっ

ては、地域活動、老人クラブ活動、ボランティア活動に参加しているかなども考慮

していただけないかという質問でございます。 

 他の自治体においては、すばらしい内容の職員の倫理等に関する規定を定めてい

るところもありますので、ここでちょっと紹介をしてみたいと思います。 

 ある市の職員の倫理等に関する規定なんですけれども、そこの最後のところに職

員に求める行動指針ということが書かれておりまして、職員は市職員であると同時

に地域住民の一人でもあることを十分に自覚し、地域活動ボランティア活動等に参
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加するよう努めるものとする。職員は職務の遂行に当たっては、前例踏襲及び縦割

意識を廃止し、常に市民の視点で考え、市民福祉の向上を目指し、行動するよう努

めるものとする。 

 これはある市の職員の倫理等に関する規定、職員とはこういうふうにして職員の

業務に頑張っていただきたいという規定を定めてある自治体もございます。職員の

再任用選考委員会委員長でもあります副町長のお考えをお尋ねします。 

○祷 清次郎副町長   

 本町においても職員の資質向上を図るために、天城町人材育成基本方針を策定い

たしております。 

 平成１７年度に策定したものを令和２年度に一部見直しを行いましたが、職員は

全体の奉仕者として、町民の福祉の向上、町政発展に努めなければならないと認識

をしておりますし、この人材育成基本方針の中でも町民と協働による地域づくりと

いうところがございます。再任用職員のみならず職員全体として、と考えておりま

す。 

 職員が、町民との対話の場に積極的に参加することが重要であると考えます。そ

のことによって、各集落、地域の課題や問題点を住民の方と職員が共有することに

よって、まちづくりに生かしていけるのではないかと考えておりますし、これまで

もたびたびこの議会の中でも、職員の基本的なところのご指摘、ご助言もございま

した。 

 基本的なところに沿って、全体の奉仕者として地域の一員として取り組んでいく

ものだと考えておりますし、そのように指導をしてまいります。 

○６番（奥 好生議員）   

 現在の天城町の人材育成基本方針はたしか令和２年７月に作成されてありますけ

れども、もう５年近くたっておりますので、できれば来年以降ちょっと見直しをし

て、他の自治体の参考になるようなところについては取り入れていただくようにお

願いしたいんですけれども、副町長のお考えは。 

○祷 清次郎副町長   

 やはり、時代に沿った基本方針にするのは重要であると思いますので、先進的な

ところの自治体を参考にしながら、改善すべきところは改善し、見直しを必要なと

ころは行っていきたいと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 それでは、２項目めの観光振興について１点目、現在の取組と今後の計画につい

てご質問いたします。 

 先ほど、町長のほうからも詳しい説明がございました。先日、国連世界観光機関
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から、自然文化遺産の保全等により持続可能な観光地域づくりに取り組む優良なま

ち、いわゆるベスト・ツーリズム・ビレッジとして、九州では初、日本では８ヶ所

の中の１つの認定を受けたということで、改めておめでとうございます。職員にも

感謝をしたいと思います。 

 また、応募するに当たって申請書を作った８名の職員がいると聞いておりますが、

それをまた英文に訳した女性職員を含め、全員が非常によく頑張ったと思います。

心から敬意を表したいと思います。今後もいろいろなことに力を発揮して、町のた

めに頑張っていただきたいと思います。 

 また先日、１２月１日にＪＡＬの飛行機鹿児島便に乗ったんですけれども、

１２月号、ここにＳＫＹＷＡＲＤがありますけれども、ここの１００ページと

１０１ページに、世界に誇る自然と癒しの旅のタイトルということで、徳之島の自

然、松原の滝や登山道、オキナワウラジロガシの板根、３名ほどの天城町の役場職

員の写真も掲載されていました。徳之島が広くＰＲされ、非常にいい企画をしてい

ると実感しました。 

 また、この機内誌のＳＫＹＷＡＲＤは調べてみますと、国内線はもちろん、国際

線の機内にも入れてあるということでございますので、多くの方がこの徳之島のこ

の自然などを見る機会に触れると思いますので、今後もそういった天城町のＰＲに

ついてはいろんな企画をして頑張っていただきたいと思います。 

 また、もう１つ、大したことではないんですけれども、ひとつ気になる記事があ

りましたので、お願いをしておきたいと思いますが、町長はよく本を読まれると思

うんですけれども、私は機内誌を読みますと、浅田次郎の「つばさよつばさ」とい

うのがあるんですけれども、そこに観光について述べておりました。 

 本当のおもてなしとはというところなんですけれども、もてなすを漢字で書くと、

郷土の「郷」の下に食すの「食」を書いた一文字の漢字なんですけれども、この一

文字におもてなしの意味が正確に蔵されていると考えるというふうに述べられてお

ります。 

 十数年前に企画課で作成したおもてなしガイドにも、このおもてなしの漢字を一

文字大きく入れてあったんですけれども、直近の今のガイドブックを見てみるとそ

の文字がちょっと書いてなかったもので、でして、こういった直木賞作家がこうい

うことも言っているので、こういった文字もちょっともう一回入れ直したらどうか

と思うんですけれども、商工水産観光課長、どうでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今、奥議員がおっしゃいましたおもてなしガイド、一昨年ちょっと修正をしまし
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て、新しく公表できている観光地だとかの紹介をさせていただきました。 

 今、ご指摘のところ、すみません、私も全然気づかずおりましたので、また今後、

更新をする方向でいますので、注意をしながらつけていきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○６番（奥 好生議員）   

 次に、神奈川県横浜にある水族館、横浜八景島シーパラダイスについてお尋ねい

たします。 

 年間１６０万人が訪れているというこの水族館の一つのフロアに、徳之島の海の

生き物、魚やポスターが展示をされており、徳之島天城町のＰＲと観光客誘致に大

いに期待をされるところでございますが、今後の計画等がございましたら説明をお

願いいたします。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 八景島シーパラダイスのほうなんですが、９月の第３回定例会において職員の派

遣についてご審議賜りまして、その後１０月に八景島シーパラダイスのほうに職員

を派遣しております。 

 この中で、いろいろ、もろもろ打合せをさせていただいた中で、令和７年度に

シーパラダイスさんのほうのブースをお借りして物産展ができる方向で、今、調整

を進めているところでございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 せっかくベスト・ツーリズム・ビレッジも認定もされましたわけですので、今後

観光地に旅行者を誘致するためには、新たな観光施設をつくったり、あるいは従来

からある観光資源をブラッシュアップ、いわゆる磨きをかけて積極的にＰＲをする

といったことで、土地の魅力を高めて観光客を引きつけることが重要だと思います。 

 与名間海浜公園は、長年予算をかけて今の海水浴場になっております。徳之島で

はナンバーワンの海水浴場ではないかと思っております。 

 しかしながら、南側の浜が、以前砂を入れて安全な海水浴場として海水浴客にも

利用されていましたけれども、潮の流れの影響でほとんど砂がなくなって、以前の

砂浜がなくなり、陸地との段差が大きくなっております。 

 夏場には多くの観光客や島内の方たちが、この与名間海浜公園を利用していただ

くことが、町の、天城町の活性化につながると思います。南側の海岸も、海水浴客

に利用しやすい砂浜に復元できるような計画等はないでしょうか。副町長と町長の

お考えをお尋ねします。 

○祷 清次郎副町長   
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 ただいまご質問のありました与名間海浜公園海洋レジャー基地として、本町の観

光拠点施設として位置づけております。古くは昭和５８年から２ヶ年かけて第１次

の整備を行いました。そして、平成の元年から９年間、平成１８年から７年間、

１８年間合計かけまして本町の拠点として整備を行ったところであります。 

 現在のトライアスロンのバイクトランジション前の砂浜、以前は岩礁がありまし

たが、平成２０年だったと思います、砂浜復元工事で整備を行いました。当初の目

的としては、やはりあそこに砂が定着するような形で両サイドに突堤を整備したん

ですが、季節風やいろいろな状況等がありまして、現在、南側のほうに搬入した砂

が流れているような状況でございます。 

 必要に応じて、海開きやトライアスロン前に砂を補充しておりますが、根本的に

南側の突堤に工作物、自然突堤を改修しないと現在の状況は変わらないのではない

かと考えております。 

 また、管理棟は新築ではなくリニューアルで、１８年、１９年と整備をいたしま

したので、糂体のほうもかなり老朽化で傷んできております。今後の事業と予算を

見据えながら、拠点整備として全体的に再整備を行っていく中で、砂浜のその点に

ついても検討すべきではないかと考えております。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 今、基本的なことにつきましては、祷副町長がお話ししたとおりでございます。 

 海浜の保全、また養生ということについては非常に大切なことでありますけれど

も、今現況としては毎年砂を搬入して、そのシーズンを何とか過ごしているという

ような状況にあります。 

 また、基本的な構造物を造ってしっかりと砂止めをするということについて、ま

た、これから私たち考えていかないといけないわけでありますので、そこにまた今、

世界自然遺産、また国立公園、そういったいろいろな、また海浜の保全の関係での

何と言いうんですか、法の網というか規制がありますので、そこら辺をしっかりと

国、県と図りながら、今、奥議員のお話のような、今、徳之島では唯一というか一

番の海浜公園でありますので、徳之島の人、そしてまた外からいらっしゃる方々、

そしてまた観光客が楽しめるような、そういった海浜公園につくっていきたいとい

うふうに考えております。 

 ご指摘ありがとうございます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１５分より再開します。 

休憩 午前１１時０４分 
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─────────── 

再開 午前１１時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 奥議員。 

○６番（奥 好生議員）   

 続きまして、３項目めの徳之島空港ビルの建て替えについてでございますが、先

ほど１点目の計画の予定についてですが、先ほど町長のほうから答弁がございまし

たように、空港ビル全体の耐震・耐力度調査を行っているとお聞きしております。

そこでですね、企画財政課長にお尋ねをします。 

 この調査の結果、リフォームか建て替えか決定するまでに、２通りの予算等の検

討をする必要があると思いますけども、企画財政課長のお考えをお尋ねします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 まだ計画のほうはできていないので、どのぐらいの事業費になるのかは定かでは

ありませんが、恐らく多額の事業費にはなろうかと思っております。財政のほうと

いたしましても、国や県の補助事業の情報収集を努める、あとはまた融資事業等も

視野に入れながらですね、またそれと同時に鹿児島県や徳之島３町との財源につい

ての調整も必要かと考えているところであります。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひですね、事業、この建て替えのリフォームあるいは建て替えが財源的にス

ムーズにいけるように事前の計画等もよろしくお願いしたいと思います。 

 ４項目め、農政について１点目の新農業ビジョンの策定についてお尋ねをします。

農政課長にお尋ねします。中間時点における評価等などを目的とした委員会は開催

をされているのでしょうか。これをまずお尋ねします。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 第３次天城町農業ビジョン、令和３年の１２月に制定したところですが、これの

達成状況についての策定委員会を招しての評価会というのは実施しておりません。 

○６番（奥 好生議員）   

 もう一つお尋ねします。鹿児島県においてもですね、鹿児島未来創造ビジョン改

定版、なぜ改定版かといいますと前の知事から今の知事に変わった段階で改定版を

作成しております。県のほうにもですね、さとうきび、いろんな農業施策そういっ

たものの目標値があるわけでございますけども、そこら辺も連携を取れた形になっ
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ているかどうかチェックしたことはございますか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 直接農業ビジョンとの照合という形ではなくて、県のホームページを都度都度見

た中でうちの今農政課が進めている事業との差異、差異というか、もうちょっと使

える事業はないかなという調べものの中で、そこの整合性は取れているのかなと思

っているところです。 

○６番（奥 好生議員）   

 例を挙げますとですね、さとうきびに関しては県のほうも令和７年度の目標値と

いうものを定めておりますのでそういったところもですね、あと畜産とかいろんな

品目についても目標値を定めてあると思いますので、そこら辺もぜひですね、見ら

れて検討委員会になりをされていただきたいと思います。 

 それからですね、このビジョンの中に地産地消と食育についてもちょっと少し物

足りないような感じがします。地産地消を促進し持続可能な稼げる農業を目的とす

るビジョンをつくった町もあります。ぜひですね、第４ビジョンを検討するに当た

っては、策定委員会のメンバーにはですね、県の職員や商工水産観光課、また教育

委員会など幅広く委員として参加していただくことが充実した内容のビジョンが作

成できると思いますが、課長にお尋ねします。そういった考えは持っておられるの

かどうか。 

○碇本 順一農政課長   

 ありがとうございます。あの、３次のほうが実は県の関係機関が入っておりませ

んでした。島内には普及課もございます。農業総合開発センターもございます。そ

こら辺も非常に有意義な情報源でありますし、そこの意見も非常に重要だと考えて

おりますので、４次に向けてはしっかり取り組んだ中で制定していきたいと考えて

おります。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひですね、第４次農業ビジョンの計画においては、農家の方々が夢を持てるよ

うなビジョンを作成していただきたいと思います。 

 続きまして、５項目めの建設行政について、１点目の南部地区への住宅建設及び

子供の遊び場設置についてでございますが、町長の答弁の中には、兼久振興団地の

建て替え計画も進めているとのことでございますけども、町長のですね、１期目の

選挙公約の１つの中には、特に南部地区については若者の定住促進を図るべく、住

宅建設をはじめ必要な対策を講じてまいりますというマニフェストでございました。

約束どおりですね、町長は住宅を兼久集落、西阿木名集落、当部集落に建ててきま
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した。その他にも、道路整備や排水口整備、千間海岸へ降りる道路の改修、兼久小

学校西側の崖の擁壁設置、また秋利神キャンパスパークの再整備着手など、数多く

の事業を実施し、おかげさまで発展の遅れを取り戻しつつあります。 

 ここからは質問の本論についてなんですけども、まず住宅建設でありますけども、

南部地区ではまだ町長が住宅を建てていない集落がございます。それは大津川集落

と、瀬滝集落であります。まず、建設課長にお尋ねしますけども、現在南部地区の

町営住宅希望者は８世帯ほどいるとお聞きしておりますが、間違いないでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、住宅申込者の待機者の中で、子育て世帯に関して言えば、南部地区を希望し

ている世帯が８世帯ほどあります。 

○６番（奥 好生議員）   

 最近、ある方が集落の発展のために使っていただきたいということで、土地の寄

贈があったようですが、もし寄贈された方の了解があれば、まず先に大津川集落に

住宅を建てていただきたいと思いますけども、町長のお考えをお尋ねします。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 天城町内の方がですね、大津川のほうの土地を町のほうに有効に活用していただ

きたいということで寄贈を受けました。町のほうで登記の完了も終わってまして、

町のほうの土地ということに今現在なっております。そこの利活用について、総務

課のほうと話しながら、いただいた土地の面積、そういったことなども勘案しなが

ら、これまで私たちが進めてきた木造住宅といいますか、町の単独住宅、そういっ

たものがうまくはまるのではないかなという、今の考え方のほうに進んでおります。

これについてはまた、事業を実施していくのは建設課のほうが実施するわけであり

ますけども、そこについてはまた、しっかりと集落の意向とか、もしあるとすれば

お伺いしながら、今お話ししたような方向性で進めることができればというふうに

考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 次に、子供の遊び場の設置についての要望でございますけども、南部には現在子

供の遊び場がありません。先ほど町長が、兼久の振興団地の建て替え合わせてとい

うお考えもあるようでございますけども、現在ですね、農業センター入り口、以前

農業祭のときに駐車場として利用しておりました、広い土地がございます。あそこ

の片隅に子供たちが遊べる砂場や滑り台などを設置してはどうかという提案・要望

でございます。また将来的にはそこに住宅の建設も可能ではないかと思います。町
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長のお考えをお聞かせください。 

○森田 弘光町長   

 一つ追加をお願いしたいと思います。冒頭、奥議員があちらこちらに集落名を挙

げてお話ししましたけども、三京が抜けておりましたので、ぜひ三京にも造りまし

たので。 

 今、農業センターということでした。去年というか、ここ１年ぐらいですね、そ

っちの土地のですね、いろんな五十数年前の払下げの問題の行き違い、地域の方々

と町との行き違いとかですね、それを５０年後の私たち、対応に非常に苦慮したん

ですけど、今、何とか落ち着く方向にあります。今、そこの指摘の土地につきまし

てもですね、また再度しっかりとですね、まずは確認し、今、町の農業センターの

駐車場として使っているんですけど、またもう１回、そこら辺の状況については、

やっぱりしっかりと、町の土地であるということなどを確認とっておくというのが、

私は必要かなと思っております。そのことによって、これからまた先に進まないと、

またそこら辺をうやむやにして進んでしまうと、またいろんな行き違いがあったり

したら、また地域の方々にもご迷惑をおかけしたりすることになろうかと思ってお

ります。 

 今の状況の中で、これまで農業センターで農業祭を開催してきましたけども、今

の地政的な状況の中では、農業祭は難しいのかなというふうに、私自身は考えて、

今年も総合運動公園の多目的広場で行わせていただきました。そういったことなど

を含めて、非常に町有地として大きな面積がございますので、今、議員のおっしゃ

ったようなことを含めて、何らかというか有効活用できる、そしてまた南部地域の

振興に何か寄与できるような方策というものは、議員からお話のように、地域の

方々、いろんな方々と知恵を合わせながら活用していければなと思っております。

その中に子供の遊び場ということも入ってくるのかなと思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 それでは、６項目めの教育行政について、１点目の教育振興基本計画について、

これについては、前々からご質問させていただいておりますけども、まちづくりは

人づくりから、国家百年の計は教育にありという言葉のとおりですね、教育は大変

重要だと思っています。そういう意味を込めて質問しております。 

 今年の８月に作成された教育振興計画でありますけども、私が見た感じでは、私

は文部科学省の計画、それから県の計画、鹿児島市の計画も読んでおりますけども、

天城町の基本計画の数値目標なんですけどね、各箇所２６ヶ所くらいあるんですけ

ども、その中にですね、現在の数値が入っていないのが、１１ヶ所半分近くあるわ

けなんですよね。そこら辺なぜそうなったかというところを、私が考えますとです
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ね、これは教育長にも考えていただきたいんですけども、多分、課長が中心になっ

て、一人であちこちから意見を聞いたりしてつくっておられるんじゃないかと思っ

ています。できればですね、策定委員会、今まで多分つくっていなかった、そうい

う策定委員会というのをつくっていなかったと思うんですよね。だから慣例で、慣

例の流れで今の状態になっていると思うんですけども、ある町ではですね、有識者

に大学の先生を入れたりですね、いろんな方を入れた策定委員会というのを持って

います。そうじゃないと、重要な町の教育行政の振興計画というのは、なかなか難

しいんではないかと思うんですよね。一人で考えますと、途中で何をつくっている

のか分からなくなることが多々あると思うんです。私もそういう経験がありますの

で、やっぱり委員会をつくって、ぜひですね、やっていただきたいと。そのために

は、教育長にちょっとお願いなんですけども、来年度中にですね、予算をつくって、

有識者や学校関係者やＰＴＡ関係者など、いろんな分野の方を交えた、この教育振

興基本計画の見直し策定委員会というのをつくって、組織をしてですね、整合性の

取れた、しっかりとした教育振興計画というのをつくっていただけないものでしょ

うか、ということでございますけども。確かにこれもいいんですよ。いいんですけ

ども、さらにもっと、これは今までの流れでつくってきていますので、新たな策定

委員会というのをつくって、他の自治体のを参考にしながら、ハイレベルな計画を

つくっていただきたいと思います。教育長、どうでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 ご指摘ありがとうございます。うちの総務課長が一人でやったわけではないんで

すけども、どちらかで言ったら指導主事と、本当に数名でやったというのが現実で

ございます。ゴールがあって、そこにどうしても合わせないといけないということ

で、いろいろとまたあったわけですので、見直し策定検討委員会ということで、今

５年間のですね、この振興基本計画が走り始めたところでございますので、今議員

がおっしゃったように、今のこの教育振興基本計画はどうなんだろうかというふう

なところを一遍見つめ直して、またこの現下で修正できるは修正し、今度は５年後

にしっかりまた見直すところは見直していくというふうな、そういうふうな一つの

今、案をいただきましたので、またしっかり教育委員会と、またしっかり検討して

まいりたいと思っております。ご指摘大変にありがとうございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 再度なんですけども、教育長、あのですね、私、前も質問の中で提案したと思う

んですけども、修正した改定版をつくってくださいと言った記憶があるんですけど

も、そうしますと、国の今度新しい計画ができますので、それに合わせてつくりま

すというような答弁だったと記憶しているんですけども、５年後につくるのではな
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くて、その間、３年後でもいいですよ、２年後でも、それに向けた、そのときに改

定版をつくるという目的で、見直しの検討委員会を組織していただけないでしょう

かということなんですけども、再度お願いします。 

○院田 裕一教育長   

 ありがとうございます。今、私、先ほど５年も走り始めているということは申し

上げましたけれども、当然、今、時代はどんどん変わってきますし、我々が気づい

ていないところもたくさんありますので、先ほど議員のほうからお示しいただきま

した、そういう人材等を活用し、また当然ここには予算も少しかかってくると思い

ますので、そういうところも含めまして、前向きにぜひ検討していきたいと思って

おります。ありがとうございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 天城町の町長部局が策定をする教育大綱というのもございます。教育大綱と教育

振興基本計画の整合性もありますので、予算については教育大綱の見直しもあるか

もわかりませんので、予算については町長部局のほうが大丈夫だと思いますけども、

町長のお考えをお願いします。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 ちょっと以前の話になるんですけど、ちょうど奥議員が役場の職員、それから吉

村議員が役場の職員の時代、鹿児島大学の先生ですとか、また役場の若い人たちを、

プロジェクトチームをつくってですね、いろんな議論を戦わせながら計画をつくっ

たということがあります。そのような過程を踏むとですね、やはりどうしてもこの

基本計画とか、計画をつくったのにもう満足してしまって、後ろの棚に置いてしま

うというようなことがあってですね、それに基づいてこれが生きた計画みたいにな

かなかなりにくい。これが多くの計画のたどる道みたいなところもあるんですけど、

やはり奥議員がおっしゃるような形で、それが私たちの羅針盤、道しるべとなるよ

うな基本計画をつくるということはですね、そういう若い人たちを交えて、またい

ろんな人たちの意見を交えてつくるということが、やはりそれが生きた計画になる

のかなと思っております。 

 私たち町長、また副町長、町の執行部も交えた教育会議というのもありましてで

すね、その中で私たちは教育大綱という一つの、ちょっと大げさかも分かりません

けど、憲法みたいなものをつくって、教育大綱の中に教育基本計画があるかと思っ

ております。やはりその教育会議の中にも、基本計画を策定していく中では、意見

を伺うとかですね、そういったことも必要だったのではないかなと、これは私が思

っていることであります。 
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 そういう中で予算がかかるということについてはですね、やはりこれからの子供

たち、そして天城町の教育をどうするんだということについては、私は予算を使う

のは、議会もしっかりと理解していただくし、また町民の方々も子供たちの教育の

ために予算を使うということについては、いとわないのではないかというふうに思

っております。 

 そういった見直しをしていくということを、８月につくったばかりで今見直しと

いうのは、今の計画は何ぞやという話になりますからね。やはりそこを検証してい

くということについては、私は必要ではないかなと思っております。また、そうい

ったことについて、教育委員会からまた教育会議のほうに、またしっかりと協議事

項として持ち上がっていただければと思っております。その中でしっかり対応して

いきたいと思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 それでは次、２点目の徳之島高校バス通学支援補助についてご質問いたします。

大体、補助の方法についての方向性が固まったようでございますけども、説明でき

る範囲内で総務課長のご答弁をお願いします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 徳之島高校の天城町本町出身の生徒で通っている生徒たちへの補助等ですけども、

教育委員会といたしましては、今現在バスの定期券と回数券の補助を出しておりま

すが、教育長からの答弁にもありましたように、お話を実際に聞いてみると、なか

なか使い勝手が難しいということで利用していないのが現状でした。 

 そこで教育委員会として考えましたのは、このバス通学の活性化という目的もご

ざいますけれども、我々の考えといたしましては、ご家庭の経済負担を減らしてい

くということを目的に今計画を進めているところでございます。今現在１６名の徳

之島高校に通っている生徒がおります。大体、距離等も測りながら、与名間から徳

高までが２５．６km、兼久からだと１８．８kmほどなんですけれども、それに見合

ったバイク通学、それと車の送迎等を聞きながら、予算が伴いますので、ここは財

政のほうと協議をしながら、新年度予算のほうにお願いをしていきたいなと考えて

いるところでございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 次に、学校施設の管理責任についてでございますが、ほかの議員さんからもいろ

いろな天中とか兼久小とかの質問も出ていますので、私のほうはまず基本的なこと

だけ申し上げたいと思います。学校の管理は、軽微なものは学校でもできると思い

ます。が、予算がかかるものについては、教育委員会に管理責任があると思います
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が、課長はどのように思っていますでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 軽微なものは学校でできるものは学校のほうでよろしくお願いしますということ

で、情報を共有しながら修繕等を行っていただいております。多額な予算が伴うも

のに関しましては、実際に現場を見ながら安全性、そういったものを確認して早急

に必要なものか、優先順位をつけながらやっていっているところでございます。そ

してまた予算のないものにつきましては、財政のほうと協議しながら早めにできな

いかですね、しっかりと教育委員会としても安全確保に努めていきたいと考えてお

ります。 

○６番（奥 好生議員）   

 やっぱり学校の管理で予算が伴います。この予算についてもう少し掘り下げて考

えますと、最終的な責任は予算の権限を持っている町長にあるわけでございまして、

そこで教育長と課長は頻繁に町長と予算についての合議、打合せ、お願い、要望、

そういったものが必要だと思いますけども、教育長は町長とどれくらいこの予算に

ついて合議されているのか、積極的な合議がされているかちょっとお尋ねします。 

○院田 裕一教育長   

 私はですね、とりあえず、とりあえずというか、すみません、副町長としっかり

今やるように随時、副町長とは予算とか、それから今後の施策とか、町長に持って

いく前に、しっかり今そういうふうにやっておりますので、当然そこには予算の話

もしっかり出させてもらっています。 

○６番（奥 好生議員）   

 任命する側と任命される側、しっかりと連携を取って予算確保に努力をしてくだ

さい。お願いします。 

 ４点目、転入教職員宣誓式・歓迎会についてでございます。院田教育長になられ

てからですかね、転入教職員の宣誓式を、役場４階のユイの里ホールで行うように

なりました。非常によいことだと思います。先ほど、おもてなしということを話し

ましたけども、来年度の件でちょっとお願いなんですけども、新しく転入してくる

教職員の先生方にですね、天城町は民謡日本一になった唄者も４人もいます。これ

も教育委員会のほうで看板も集落に建ててあります。こういった自然と文化がすば

らしく、世界自然遺産の町であり、そして教育文化を宣言し、子供たちの教育には

大変力を入れている町であることを、その宣誓式の場で知ってもらうためにもです

ね、スライドによる本町の自然と文化の紹介とか、民謡日本一の唄者に島唄を一曲

でも聞かせるような、心のこもったおもてなしの式にしていただきたいという提案
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でございます。提案・要望でございますけども、教育長どうでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 ご指摘ありがとうございます。実はですね、今年は管理職の方々の歓迎会は同じ

く、ユイの里ホールで、別の日だったんですけども開催させていただきました。今

まではどちらかといったら校長会、教頭会がですね、主催になってどこか別の場所

で、そこに我々教育委員会だったり町長部局だったりが行くというような、参加さ

せてもらうというような感じだったんですけども、現在そういうところがあまりや

ったことがない管理職もたくさんいましたので、とりあえず教育委員会で音頭を取

ろうというようなことでですね、この令和６年度はユイの里ホールで、校長、教頭

で新しく来たメンバーと、当然現在いる管理職も含めてですね、歓迎会をしたとこ

ろでございます。 

 そこにはですね、今議員がおっしゃったような民謡の唄者に来ていただいて、そ

こでは唄っていただいたということはありましたので、一般の先生方の研修会とい

うか宣誓式ではですね、そういうことがなかったので、そういうところも含めて、

ぜひたくさんのすばらしい方々、当然これ昼間になるものですから、例えば子供た

ちとかそういう参加ができるかどうかというところは、いろいろとあるんですけど

も、そういうことも含めまして、最大におもてなしできるような、そういうところ

はぜひ考えていきたいなと思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 以上で、私の一般質問を終わりますけども、町長の目指すナンバーワンのまちづ

くり、そのナンバーワンというものをですね、私なりに考えてみますと、日本一あ

るいは東南アジア一のまちづくりも可能だと思っています。職員が今後一層頑張っ

て、天城町の発展のために努力していただけるようにお願いして、私の一般質問を

終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、奥好生議員の一般質問を終わります。 

 資料配付を行いますので、しばらくお待ちください。 

 次に、議席番号１番、松山小百合議員の一般質問を許します。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ＡＹＴの放送を御覧になっている天城町の皆様、こんにちは。議席番号１番、松

山小百合でございます。 

 先日の報道にありましたとおり、天城町が国際世界観光機関においてベスト・

ツーリズム・ビレッジに認定されました。国際機関への申請をするに当たり、初め

は専門業者への委託も検討したそうですが、観光庁及び国際世界観光機関へ提出す
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るプレゼン資料や動画、また英文用の申請書を役場職員で作成したとのことでした。

やったことのないことをやるのは大変であったと思います。気をもむ場面もあった

かと思います。しかし本当によくやった。その努力を賞賛いたしまして、先般通告

いたしました２項目４点について質問いたします。 

 １項目め、町民体育祭について。 

 １点目、町民体育祭を盛り上げるために必要なことを伺いたい。 

 ２項目め、あまぎ自然と伝統文化体験館について。 

 １点目、工事の進捗について。 

 ２点目、あまぎ自然と伝統文化体験館の物販ブース開設準備の進捗について。 

 ３点目、闘牛、その他イベントがないときの活用について。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、松山議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、町民体育祭につきましては、教育長のほうからお答えいたします。 

 ２項目め、あまぎ自然と伝統文化体験館について。その１、工事の進捗について

ということでございます。 

 お答えいたします。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事の進捗につきましては、２階部分の糂体コ

ンクリートの打設工事が完了し、これから屋根・電気設備工事に取りかかり、年度

内完了へ向けて動いているところでございます。令和７年度には、仕上げ工事と外

構工事を行い、令和８年度の供用開始を目指しております。また、「牛と人」つな

ぐ・つながる交流施設整備事業（いわゆる待機小屋）の第１期工事については、先

般、１０月に入札を行いまして、年度内完成を予定しております。なお、令和７年

度は、同事業の第２期工事を予定しており、体験館本館と同じく令和８年度には、

供用開始を目指しております。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館について、その２、あまぎ自然と伝統文化体験館の

物販ブース開設準備の進捗についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 令和７年度末の完成で事業を進めているあまぎ伝統文化体験館でございますが、

本体工事も進んでおり、実際のブースのスペースも出来上がってまいりました。ま

た、農産物だけではなく加工品や、町内食材を活用したスムージーなどの提供も、

今、視野に入れて取り組んでいるところでございます。たくさんの皆さんが気軽に
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利用できるような直売所を目指してまいります。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館について、その３、闘牛、その他イベントがないと

きの活用についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 その他イベントがないときということになりますが、現段階では特に、これから

何を具体的にやるということについて決定しているわけではございませんが、自然

と伝統文化体験館の中に整備されております中央のステージ、また観覧席を活用し

て、民間企業、また地域の方々の力をお借りしながら、コンサート等のイベントを

開催してまいりたいと考えております。 

また、体験コーナーにおきましては、定期的な自然や動植物の写真展の開催、また、

島内小中学校の体験学習の場としての活用も想定しております。また、あまぎ自然

と伝統文化体験館を起点として、町内散策ツアーなど、複数の観光パッケージなど

を商品化できないか、旅行代理店など働きかけを行うこととしております。 

 以上、松山議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育行政について答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、松山議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目めの町民体育祭について、その１点目でございます。町民体育祭を盛り上

げるために必要なことを伺いたいということでございます。 

 お答えいたします。 

 町民体育祭は、町民総参加の下にさわやかな汗をともに流し、健康増進・体力づ

くり、併せて全町民の親睦を図り、活力あるまちづくりを目的としております。ま

た、令和５年度からは、ここ２年間Ｂ＆Ｇ財団のインストラクター研修会の皆さん

も一緒に参加していただき、随分と盛り上がってきたなと感じているところでござ

います。プログラムにつきましては、全体で２５種目あり、個人種目が８、団体種

目が１３、さらに「応援の部」がございます。種目内容につきましては、企画委員

会、これは体育協会・集落区長等でつくっておりますけども、で決定しております

が、町民の意見やほかの市町村の種目内容を参考にし、より多くの町民の皆様が参

加しやすい種目を行うことによって、さらに町民体育祭が盛り上がってくると考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 お伺いいたします。町民体育祭前に行われる種目の見直し・検討については、先
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ほど教育長からありました企画委員会で、区長さんと誰がどんな感じで見直しとか

検討はされているのでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 現在ですね、企画委員会という組織がございます。体育協会のメンバー、集落区

長、団長、要は青年団の方々、地域女性団体の方々もいらっしゃいます。老人クラ

ブ、スポーツ推進員の皆さん、その中でですね、まずこの企画委員会を開く前に、

各団体の方々に問いかけをして、新しい種目等がないかをですね、提案をいただい

ているところであります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 町民体育祭とは、スポーツへの理解と関心を深め、積極的にスポーツをする意識

を高める、町民の交流を図る、スポーツを通して健康・体力づくりを図る動機づけ

になるところですね。そのほかにも、集落が町民体育祭への参加を通して、ほかの

集落に負けないぞという一致団結を図ることで、集落の協働の醸成が一番重要なこ

とだと考えます。集落が一つになる、その輪が今度は天城町へ波及していく、集落

自治とはそういうものではないでしょうか。ですから、町民体育祭を盛り上げてい

く必要があると考えます。 

 ではどうしたらいいか。大会終了後の反省点の洗い出しとか、このフィードバッ

クはどのようにされていますでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほどですね、議員のほうからもありましたが、運営委員会のスポーツ推進員の

方々がいらっしゃいますが、その方々と時間の割り振り、その種目の時間の設定の

仕方とかですね、そういったところは一応話をさせていただいております。今回そ

の種目についてもですね、やはり各役員の方がいらっしゃいますので、その方々と

協議をしながらですね、また次年度以降見直すところがあるかどうかをですね、検

討しながら、その委員会の中で話はしているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ということは大会終了後には、スポーツ委員の皆さんと一緒に時間とか、いろい

ろちゃんと見直しがされているということで承知しました。 

 例えば、今回ある集落からの異議申立てで順位が変わった、もしくは判断が遅れ

たという事例がありましたよね。間違えていたら訂正をされてください。通常、町

民体育祭の結果については、大会要項によって協議が行われ、審判員の取った記録

を集計し決定するものですよね。集落が本気でぶつかるから異議申立てが行われる
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のも想定されるわけで、私は悪いことではないと考えます。ただ、多くの人が集ま

るこのようなイベントでは、スムーズな運営が求められますので、大会要項や運営

について見直し、肉付けが必要となってきます。 

 先ほど課長からありました、この種目、時間設定の見直し以外にも、そのような

ことも必要になってくると思うんですけれども、お伺いします。今回、どのような

理由で判断に時間がかかったのでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 そのですね、監督会のときになるんですが、参加資格というところの項目がござ

います。個人種目については１人２種目とかですね、いろいろと細かい規定がござ

いますが、その中でですね、ある集落の方とある集落の方の認識のずれが生じてで

すね、事務局としてはそういうふうな説明をしてあったんですが、いや、そのとき

はそういった説明はなかったとか、ちょっと細かいところにはなってしまうんです

が、その後、そういったことがあって、ちょっとまた記録のほうと確認をとって、

先ほど議員がおっしゃったような時間がございました。審判長とも話をさせていた

だき、また体協長とも話をさせていただいて、来年度はそういったところをもっと

オープンにできるような、もっと各町民の方々が分かりやすいようなですね、種目

の参加資格の設定をですね、していこうという話はさせていただいております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ちなみに、お年寄りの方、ご高齢の方の宝探しのゲームのようなものが設けられ

ておりました。皆様は何だか分からないなといった状態で、隣の集落の方が段ボー

ルに中身を勝手に取りに行っているだとか、７５歳以上の方が全部もらえるものだ

と勘違いがあったり、結構騒然とした場面がありました。ご高齢の方にも町民体育

祭に足を運んでいただきたい、楽しんでいただきたいという趣旨での種目というの

が、というか演出だったかと思います。参加される方が分かりやすい案内、演出な

どの工夫が必要だと思われます。 

 お伺いいたします。毎年職員の皆さんが運営に当たっておられますが、運営に関

して、運営に当たった職員からいろんな声が上がっていませんでしたでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 今議員がおっしゃっているのは、多分昼時間の福引きのですね、ことだと思いま

す。７０歳以上のですね、町民の方にですね、段ボールの中に入れたティッシュ

ペーパーになるんですが、それを福引きという形で配布をさせていただいておりま

すが、やはりちょっとあの、ＰＲ不足という観念もあって、皆さんにご迷惑おかけ
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したところは、私のほうも認識をしております。各役員についてはですね、役場職

員を中心にですね、行っております。また中学生もですね、補助員で入っておりま

すので、その職員の中からの準備の仕方とかですね、またタイムの取り方とかです

ね、順位の決定とかですね、前もって研修会は行うんですが、やっぱりそれを終了

した後ですね、そういった反省点をですね、こうやって集約して、来年度のまた体

育祭につなげていくのは、事務局として大事なことだと認識しております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。午後１時より再開します。 

休憩 午後 ０時０２分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 松山議員。 

○１番（松山 小百合議員）   

 町民体育祭の担当者は何名いらっしゃいますか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 社会体育１名で最初の会議等、準備はしているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 担当職員１人で全てを見聞きするところは難しいと思います。せめて大会終了後、

もしくは町民体育祭のシーズン前にでも、各課で担当の運営に当たっている職員の

皆さんから改善点、上がったクレーム、あと、こんなのをしたらどうだろうという

提案も含めて、そういうのをまとめて行政側で一度フィードバックする場面をつく

っていただけないでしょうか、いかがでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 以前、私は商工水産観光課にいて、トライアスロンの各部署のメンバーと情報共

有とかさせていただきましたので、この町民体育祭についても、役員等で１７０名

ほどの職員、一般の方等が携わっておりますので、役場職員で各主任等がいますの

で、そのメンバーといろいろ語って、そういった問題点、クレーム等があったやつ

を集約して、また次年度の体育祭につなげていきたいと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 そうなんです。先ほど申し上げた宝探しゲーム、回収した職員がすっごい叱られ
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ている場面を見て、申し訳ない気持ちになったところでした。 

 毎年、町民体育祭の前に、今おっしゃった各集落の監督会議の際にも前年度の大

会改善点、新たな種目の創設等にもご意見を伺っていると思うんですけれども、先

ほど言ったように行政側で、運営側からのフィードバックもそこで共有していただ

きたい。それは、先ほど言ったようにトライアスロンも同じようにされているので

しょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 トライアスロン大会につきましては、以前は、今、中社会教育課長がおっしゃっ

たとおり、大会終了後、各団体さんとお集まりいただきまして反省会的なものをし

て、それを次大会にフィードバックするような体制を構築してはおりました。 

 しかしながら、今、観光課としましては、昨年は国体もありましたし、今、そこ

までフィードバックするような時間とスケジュールがなかなか取れないところもあ

りましたので、今また貴重なご提言だと思いますので、再度そのあたりもしっかり

とやっていきたいと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 町民体育祭だけではなく、トライアスロン大会も同様に行政側のフィードバック

をする場面、ご検討願います。 

 私は、町民体育祭を盛り上げたい。なぜなら、優勝を目指して頑張ろうとお酒の

場ができます。練習をして盛り上がる。町民体育祭での優勝はあくまで手段です。

目的は集落の活性化です。集落が活性化すると、ほかの集落も負けてはいられない

と奮起します。その輪が大きくなることで天城町が強くなるとでもいいましょうか、

町の活性化につながるものだと思います。だから盛り上げたいです。私自身、町民

体育祭に参加するに当たって、集落の人のつながりが広がる感覚がありました。 

 お伺いいたします。次年度、町民体育祭を盛り上げるために何か検討しているこ

と、ありますでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 今年については第６８回町民体育祭でございました。先ほど教育長のほうの答弁

にもございましたが、やはり新しい種目の検討もしていかないといけないというふ

うに思っております。 

 というのも、先ほど議員のほうからもありました各集落、練習を、今年、結構練

習をしている集落を私も見受けいたしました。なので、そういった中で新しい種目

も検討する。イメージ的には団体戦、団体種目にはなるんですけど、そうすること
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によって各集落の団結力がつながって、先ほど言ったみたいに町が発展する、最終

的にはなってきますので、この町民体育祭については、やはり町の一大行事の一つ

になります。町民総参加になりますので、町民の方々が参加しやすい種目の設定等

も、今後は検討していかないといけないと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 現在も多様な種目があります。その中でも新記録が出ることがあります。記録を

意識し、集落が一致団結する場面もあるかと思います。 

 お伺いいたします。新記録が出た場合の加点についてご検討いただけないでしょ

うか。加点、追加。 

○中 秀樹社会教育課長   

 貴重なご意見、誠にありがとうございます。また、企画委員会等で、今回も結構、

新記録が出た、その発表も閉会式のときにもございましたので、また委員会の中で

諮って、加点、ボーナス点みたいなことだと思うんですが、できることなら私はし

たいなと思うんですけど。そうすることによって、また個人戦、団体戦、皆さん一

生懸命練習して、新記録目指して頑張ろうと思う意欲にもつながると思いますので、

検討材料にさせてください。 

○１番（松山 小百合議員）   

 それから、町民体育祭の競技、五、六十代の中年世代の出番がありません。天城

町の年齢別人口の割合を見ますと、男女共に一番多いのが６５歳から６９歳、その

次が６０歳から６４歳、３番目は５５歳から５９歳となっています。天城町は高齢

者より中高年世代が一番多いのです。 

 町内の６０代の方から、足が遅くてもリレーなどの競技に出て楽しみたいんだよ。

みんな口に出さないけど、そういう中高年、結構いると思うよ、という声もいただ

いています。選ばれたら、けがをしないように体を鍛えてみよう、お酒を控えてみ

ようなど、競技参加に当たり健康づくりへの機運も高まるのではないでしょうか。

例えば、リレーに５０代以上の区分を追加してみるとか、いかがでしょうか。中年

世代がリレーに参加する際に気後れして参加を渋らないように、走順を一番最後の

アンカーではなくて真ん中辺りに持ってくる、距離を１００ｍじゃなくて５０ｍぐ

らいにするとかですね、盛り上がると思います。課長、いかがでしょうか。中高年

世代の出番、ご検討いただけないでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど議員のほうからおっしゃる、５０歳以上、６０歳以上の種目が若干少ない

のは私のほうも認識しております。私ももう５０歳以上になりますので、やはりそ
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ういったもの。 

 また、先ほどありましたが、高齢者のねんりんスポーツ大会の種目等も中身を見

て、また長寿子育てのほうと協議しながら町民体育祭に向いた種目の検討もしてい

きたいと思っておりますし、先ほど５０ｍ走というのもありましたが、そういった

ものを、年齢に応じた種目の検討をできればなというふうには思っておりますが、

これも、委員会の中で検討する材料の一つにしていきたいと思っておりますので、

ありがとうございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 もうちょっと続きます。あと、１００ｍ走に５０代、６０代を設けるのもいいか

もしれません。 

 それから、以前に職域リレーというのがあったと伺いました。大きい集落だと若

い子の出番も制限がありますので、職場でリレーをするのも、また盛り上がるので

はないでしょうか。役場、南西糖業にも若い方、結構お見かけします。若くなくて

も、ソフトテニスや小中学校の先生方、職域リレーで走ってくれると、子供たちや

保護者が見ても盛り上がると思います。何なら課長会、議員で出るのも、町民の皆

様に親しみを与えるいい機会になるのではないでしょうか。課長、職域リレー、盛

り上がると思いますが、いかがでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 職域リレーというふうな表現をいただきましたが、以前は小学校の運動会とか中

学校の体育祭、また高等学校の体育祭等でも職域リレーがありました。 

 町民体育祭につきましては、職場とかではなく私、すみません、意見になります

が、職場とかではなく、町民が一つというイメージが町民体育祭はありますので、

各集落の方々の競技種目に対する思い等がありますので、そこで昼時間に職域リ

レーをするとか、そういったのは可能だとは思いますが、その種目の中の１つとい

うふうな考えは、今、すみません、私の中では持っておりませんので、各小中学校

だったり高等学校だったり、そういったところで職域リレーとかがありますので、

そういったところで参加していただきたいと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 私は中課長や議会事務局長が走るのも見てみたいですよ。職域リレー、お昼休憩

タイムのときの余興的な要素で入れてもいいかもしれません。この職域リレー、賞

金も用意していただいたら、終わった後、町内の飲食店で消費活動にいそしんでく

れると期待したいところです。 

 続きまして、あまぎ自然と伝統文化体験館、物販ブースの開設準備の進捗につい
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て質問いたします。 

 大きな予算を投じて、現在建設が進められています。これだけのものを造ります

ので、費用対効果を少しでも上げるような施策提案、運営の進捗確認は私たち議員

がしっかりと注視すべきことでもございます。そういった観点から質問いたします。 

 まず、工事の進捗についてです。宮山課長、工事の納期というんですか、進捗状

況についてお伺いいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 進捗についてお答えいたします。 

 現在、町長もお答えしましたが、２工区、２階の糂体工事を行っておりまして、

既にコンクリートの打設は終わって、今、型枠の脱却に取りかかっております。今

年度末までに内部の電気工事、あと屋根工事を３月までに終える予定にしておりま

す。あと、一部仕上げ、サッシとかの建具関係は今年度中に終わります。来年度に

全ての塗装、その他内装の仕上げ工事を行いまして、外構まで行います。令和８年

度の頭のほうには建物として供用が開始できるものと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 納期については、県のほうで構造面積に対し標準工期が示されておりますよね。

それを参考にして建設課が設定しているというようなことでした。例えば、屋根工

事においては、以前３ヶ月から４ヶ月ほどかかるものらしいと答弁されていました

よね。天候やその他の事情で多少の遅れも想定して、例えば屋根工事の契約は、工

期を令和６年６月から令和７年１月までとなっております。工期をおよそ７ヶ月、

県で示されている標準工期に対して１．５倍ほどの期間で設定されています。今、

屋根工事を例に挙げたのですが、ほかの工事もおおむね同様の工期、工事期間設定

となっていますよね。工事をするに当たっては、工事を監理する方、監理の字が違

うんですけど、一級建築士、皿カンというんですかね、施工内容の確認をする監理、

あと建築施工管理技士などがコストや工期、安全などを監督する管理、工事の品質

はもちろんなんですけど、工事の進捗が予定どおり進むようなチェック体制がある

わけです。 

 天城町が発注する工事は、およそ遅れる印象があります。そのことについて、か

ねてより議員からもご指摘がありました。 

 お伺いします。先日の農業祭のときにバキュームカーがちょろちょろしているの

をお見かけしました、ポンプ車だ、こんなやつですね。休日出勤しているのかなと。

できない工期設定ではないのに、何でこんなことが起きているのか。要は安全管理、

けがにつながらないか、心配したんです。残りの工事遅れることがないよう、建設

課としてはどのような措置をお考えでしょうか。 
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○宮山 浩建設課長   

 以前も議場ではいろいろご指摘をいただいております。 

 今、職人さんと言われる方が不足しているのは、島内では鉄筋工、次に型枠工、

あと左官といいまして、打ったコンクリートを仕上げる方がいるんですが、ここが

おおむね人が足りなくて島外からお呼びしたりしている状態です。受注された業者

の皆さんには、その辺、受注前に、自分がこの仕事を落札したいと考えたときには、

内々にでも職人のあてを探してから受注をしていただくようにお願いをしていきた

いと考えております。 

 今、島内でいろいろ、亀津とか伊仙の役場ですとか、あと徳之島町の学校関係、

花徳のああいう建物等ありまして、建築の職人さんが分散されている格好になって

おります。今、いっときのことだとは思うんですが、それでも職人さんが足りない

のは事実ですので、役場のほうで職人の育成はできないんですが、県とか国が出し

ている研修とか、そういうのを業者の皆さんが受講するなり、また、いわゆる給料、

日当の底上げ、国が出している賃金、労務費、その辺まで各建設会社の皆さんが頑

張って賃金を上げて従業員を確保するなど、そういう努力をしていただければと考

えております。 

 また、工程の管理につきましては、今、建築の現場は設計事務所も入っておりま

すので、毎月、工程会議を経ながら、遅れがないか。また、今言われている完全週

休２日制です。必ず土日を休みに当てなさいということではなくて、ひと月で土日、

８日あるいは１０日、必要な場合は雨の日に休みを当てるとかですね。そういう形

で、１ヶ月で出勤する日数を２０日とか２２日にすることは、今の建設業界では求

められていることですので、その辺は役場のほうもチェックをして、出面とか、そ

ういうことも工程会議の中では安全管理を含めて指導もするし、業者のほうに協力

を依頼しているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ご丁寧な答弁、恐れ入ります。 

 今、課長が言った建設会社に要請している、例えば待遇改善、処遇改善の点、こ

れは、等級の算定する上で、そこを見ていくよってお話、前、答弁されていたかと

思います。そういうチェックというのは、建設課として、どの程度のスパンで行っ

ているものでしょうか。直近で言うと、どのあたりで行いましたでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 １年に一度、指名願を業者のほうから出していただいております。その中に従業

員の給料表もついてきます。ですので、役場としてチェックするのは１年に一度と
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いうことになります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 工事が遅れても、きちんと完成すればよいのだろうと考える方も町民の皆様の中

にはおられるかもしれません。 

 天城町には、行政運営の総合的な指針となる計画であり、最上位の計画として位

置づけられている天城町第６次総合振興計画が策定されております。１０年の計画

となっていて、前期基本計画が令和７年度となっており、後期の基本計画の策定も

そろそろ始めるところかと思います。その計画の中で、伝統文化体験館は令和４年

度完成予定、給食センターは令和５年度完成予定となっています。いずれも三、四

年は遅れています。このような公共工事の遅れは、各課で抱えている事業の進捗に

も影響が出ることが懸念されます。 

 議員として公共工事の進捗についても注視していきますので、建設課としても、

きちんとした品質基準で工期内の完成ができるよう、進捗管理を監督していただき

ますよう要請いたします。 

 次に、農産物の物販ブース計画の進捗についてお伺いいたします。 

 農産物の直売所なんですけれども、農林水産統計６次産業化総合調査によると、

２０１９年度時点で全国に何と２万３千店舗余りあります。１店舗当たりの平均年

商は４千４５４万円と、既に市民権を得た業態の一つでもあります。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館の横の農産物の物販ブースを設けるに当たり、農村

型地域運営組織の形成や推進を目的とした事業、通称ＲＭＯ事業を活用して地域づ

くり協議会を立ち上げて、そこが運営を行うということでした。 

 お伺いいたします。地域づくり協議会は、現在どの程度機能していますでしょう

か。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 今議員おっしゃったように、地域づくり協議会を、国の事業を活用いたしまして

発足いたしました。今の動きといたしましては、商工水産観光課の所管であります

けども、うおっちょのほうにスペースを借りまして、そこで無人販売という形態で

農産物の集出荷を行っているところです。その中で、今いろんな課題等を洗い出し

て、本番に備えているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 先ほど、令和８年度供用開始とありました。建物自体の開業、オープンはいつ頃

を予定していますか、決まっていますでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   
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 お答えいたします。 

 建物の完成が令和７年３月末だというふうに伺っておりますので、我々、想定し

ていますのが令和８年４月ですね。グランドオープンというところで、まだ詳細は

決めていないんですけども、そういったところでスケジュール感で動きたいと思っ

ております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 以前に答弁あったときに、今おっしゃったような令和８年度の４月以降にという

ことだったんですよ。前の議会から３ヶ月たって、この進捗なのかなというところ

で、もうそろそろ青図が出来上がって走り出す頃かなと思っての質問でした。 

 決算委員会のときに地域づくり協議会の会員、活動についてお伺いしたところで

したが、今お伺いしても、直売所オープン時に野菜が並んでいない状態にならない

か、危惧いたしています。 

 お伺いいたします。直売所のオープンまでに農政課、地域づくり協議会、それぞ

れどういう役割分担がなされているのでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 せんだって、建物、実際の物販のスペースを確認してきて、バックヤード、倉庫

部分とか、いろんなところを今すり合わせしているところです。 

 先ほどの質問に関連するところなんです。恐らく、完成しました、こけら落とし

的なところがあると思っております。そのときにしっかりと品物を並べた中で、直

売所のほうも、すみません、言葉は悪いですが派手にオープンできればなと思って

いるところです。 

 今、農政課と地域づくり協議会というところで役割なんですが、当然、最初から

自己資金だけでいけるところではないので、まずそれなりの補助、令和７年度から

考えているところです。その中で、地域づくり協議会が今進めている協力農家さん

のところ、当然今の人数では全然足りませんので、今が４団体の１０名の個人の皆

さんにご協力いただいている、そこの拡充は当然図る必要がありますので、そこへ

の協力であったり、またほかの、今日資料を頂きましたけれども、いい事例の情報

提供であったりというところで全面サポートしていって、なるべく早い段階で地域

づくり協議会が自立した経営ができるような方向性を今目指しているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 地域づくり協議会、私は名簿を見せていただきました。会長をはじめ皆さん、お

仕事をされている。その方たちに運営丸投げということですか。 

○碇本 順一農政課長   
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 お答えいたします。 

 そのメンバーが実動というところでもなくて、新たなマンパワーであったり、実

は地域づくり協議会に、この団体も入れたほうがいいよねという案も持っておりま

して、そういった中で地域づくり協議会というか実際の協議会と、その中に実動部

隊があって、その実動部隊の中に新たな雇用になるのか協議会に入るのかはまた別

なんですけども、実動部隊としてはしっかり専従できる方、あるいはスポット的に

協力できる方、そういったところを今想定しているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 直売所オープンに当たり、このＲＭＯ事業を活用することで農地の保全をはじめ

とする地域資源の保全、あと、農家、非農家一体となり、様々な関係者と連携し、

地域コミュニティーの機能維持・強化といった地域活性化が目的であり、その手段

として直売所のオープン、運営であると担当職員から伺っております。 

 また、行政のみの発想で直売所の形をつくるのではなくて、町民の方から広く意

見を集約、反映させたいといったところも、協議会発足の意義でもあるということ

も理解しています。とてもいい事業ですし、いいアイデアだと思います。 

 ただ、今、私がお伺いしたいのは、ゴールがもう決まっています。あと１年３ヶ

月、４ヶ月ぐらいしかない。今、もう青図が出来上がっていて、走り始めないとい

けないところなのかなと。その青図はどのぐらい描かれているのかどうかというの

を、私、掘り下げて確認したかったというところです。 

 この直売所オープンが、私の中では迫っていると思っているんです。だけど、生

産者の掘り起こしはもとより、オープンまでの事業フローチャートとか、あと必要

な準備の洗い出し、リストアップされたＴｏＤｏリストみたいな、それに対応する

タイムスケジュール、要は農政課、協議会、きちんと共有しているものがあるのか

どうか。要はざっくりとしたものではなくて、きちんとしたものがあるのかどうか

というところをお伺いしたいです。いかがでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 申し訳ありません。今そこをぴたぴたっといったところは、まだ決めきれていな

い部分がございまして、つくれていないところです。 

 ただ、私たちとしても来年度末完成は間違いないものとして、それに合わせて。

今回スペースを見た中で、町長の答弁にもありましたが、当然、農産物だけをあそ

こに並べるのは非常に苦しいものがあります。なので加工品、あと具体的には、例

えば苗物の販売で、売場が個人の家だったり、倉庫の前だったりという。もし、そ

こもご協力いただけるんであれば、そういったのもどんどん取り入れたいなと思っ
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ております。 

 あともう一点が、島内の食材を使ったテイクアウト的なところも取り組むという

ところで、今計画を立てているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今、課長が言った具体的なお話がちょこちょこって出ました。じゃあ、それはど

ういうふうに進めていくかというリストアップとか、さっき言った事業のフローチ

ャートとかなんとか。これ、どこが準備する予定ですか。協議会なのか、農政課な

のか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 まず、農家さんとか協力していただける事業者の皆さん、そことの、まず第一弾

の交渉については農政課のほうで行います。その後、直売所の運営が始まった中で、

例えばこの品目をこんだけ必要だというときに、それぞれこれぐらい、この時期に

出荷してもらえないかと、そういった具体的な交渉については地域づくり協議会の

ほうで動いていただければなと思っているところです。 

 今、あそこを二本立てで考えておりまして、一本がごく普通の場所があって、農

家さんが並べて売上げがあって、それの何％という、それが一つ。もう一個が、バ

イヤー的に給食センターであったり、ほかの施設さんと交渉した中で、８月にこの

野菜を何kgとかいうところがまとめ上げられたら、そこを農家さんに声かけして買

い上げて、地域づくり協議会がそこに売り込むという、この二本立てでいければな

と。 

 売上げの１０％、２０％というところもできれば下げて、農家さんの所得につな

げるためには、地域づくり協議会が、いわゆる売上手数料だけに頼らずに運営して

いけるような仕組みを今進めているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 農政課として直売所にどのくらい、加工品も並ぶというのはもちろん想定内なん

ですけど、苗物も並べるの、すごいいいことだと思います。農政課としては、要は

直売所にどのくらいの量の品物が並ぶイメージですか、量的な。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 頂いた資料がございますよね。私たちとしては沖縄のこういう感じで区画を切っ

た中で、できれば顔写真とかあった中で、見える形でという販売を考えているとこ

ろです。あと、新しい直売所の外のところに張り出しがあります。そこを、天候次

第というのはあるんですけど、フリースペース的なところでの活用とかできればな
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というふうに。当然、苗物とか、もしかするとちょっと大きい鉢物とかいうのが集

められるようであれば、基本としては多種、種類をなるべくいっぱい集めたいなと

いう、農産物もなんですが加工品も、そういったところを今想定しております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 お配りした参考資料を御覧ください。 

 直売所についてピックアップしてみました。大きく分けるとＪＡが運営するとこ

ろ、個人または法人が運営しているところ、２つに大別できるようです。 

 着目したかったのは、直売所の面積に対してどのくらいの品物を並べているか、

それにはどのくらいの件数の生産農家との取引があるか、ある程度の指標になるか

と思い、あちこち電話して調べてみたものです。それぞれお伺いしたところ、御覧

になって分かるようにＪＡの直売所は結構大型で取引件数も多いので、やっぱり平

米数、大きさも比例して広いようです。一方、個人や法人など取引件数が少ないと

ころは広さも小さくなる、当たり前かもしれません。 

 では、天城町の直売所はどうでしょうか。１６１ｍ２、結構な広さ、あるんです。

これと比較すると分かると思うんですけど。 

 それでお伺いします。現在出荷していただける生産農家さん、先ほど言った団体

が４団体１０名となっています。今現在、Ａコープ天城の農産物を出してくださる

生産農家さんの数は約２０軒、自動ドアから入店して左手の棚、２０軒であれだけ

の量を並べています。加工品については、野菜の棚から一番遠いレジの横にあるだ

けなんです。Ａコープの現状も踏まえると、以前答弁いただいたように農家以外の

あたい畑（家庭菜園）からの出荷の掘り起こしも大変重要なポイントとなってくる

のではないでしょうか。 

 お伺いします。あたい畑（家庭菜園）からの出荷していただける方の掘り起こし

についての進捗、いかがでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 まず、そこの取りかかりとして、農業塾の塾生の皆さんに何人かお声かけはして

おります。あと、研修生の卒業生の方たちも巻き込む方向で今動いているところで

す。 

○１番（松山 小百合議員）   

 年間を通していろいろな種類の野菜を並べること、切らさず野菜を出荷していた

だく仕組みをつくるためにも、誰が何を作るのかを把握すること、集落ごとで生産

する野菜を指定するなどにしても、誰々さんはこの週から植付けね、前おっしゃっ

ていましたよね、あなたは翌週ね、というように、集落ごと、グループごとに個別
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具体的な作付計画表も必要となると思います。ＪＡに直売所運営を委託するんであ

れば、ＪＡが作付計画表も作成してくれるかもしれませんが、今回、そうではあり

ません。 

 お伺いいたします。作付計画表の作成予定はあるのかどうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 先ほど申し上げたバイヤー的な動きをする中で、当然計画的な入荷というのは必

要になりますので、３０という協力農家の皆さんとは作付の話、いつごろ欲しいか

ら、このころ播種、願わくば、この品種が作りやすいですよというところまで一緒

に話した中で販売までつなげたいと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今言ったこの聞き取りとか、いつごろ、誰が、どこがつくる予定ですか。例えば

農政課がやります、地域づくり協議会がやります、どっちがやる予定ですか。 

○碇本 順一農政課長   

 将来的には地域づくり協議会が単独でできれば一番いい話ではあるんですが、す

ぐすぐは当然無理ですので、当然、農政課も農業普及課の最新の情報を得たりしな

がら、特に品種とかはなかなか、すぐ伝わってきませんので、当然そこにはＪＡさ

んの情報とかもあるでしょうから、最初は多分共同というか農政課主体で、あと量

については地域づくり協議会のほうがこれぐらいなんだというところで話を組み立

てていく形になろうかと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 極端な話、生産者の方がみんな、じゃがいもの時期だからとじゃがいもだけ持っ

てきたら困るわけですね。どうせやるんだったら、町民の皆さんから、いいものが

できたね、農家の方の所得向上につながった、ありがとう、そんな言葉がもらえる

ようにしていただきたい。ぜひ、作付計画表の作成ですね、きちんとしていただい

て、生産者、農政課、協議会３者で共有できますよう要請いたします。 

 また、生産者の高齢化という論点がございます。作付計画表を作成するに当たっ

ては、Ａコープに出荷する分でいっぱいだという生産者がいないとも限りません。

また、市場では見慣れない変わったものを作られる方もおられます。そういう計画

表を作成するに当たっては、何をいつ、どのくらい出せるのという聞き取りをはじ

め、出荷にご協力いただける方の募集も併せてやらないといけないですよね。この

あたい畑（家庭菜園）からの出荷できる方への聞き取り、募集開始ってどのように

お考えでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   
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 お答えいたします。 

 先ほど、農業センターの農業塾の塾生というお話申し上げました。実はもう一つ、

マルシェの取組の中で、今、包括支援センター、あそこと結構情報の共有ができて

いて、サロンの現場にハンダマであるとか、持ってくる参加者の皆さんがいらっし

ゃる。そこも、具体的にはまだ動いていないんですが、そのサロン参加者の皆さん

の生産の部分というのも、もしかしたら、さっき申し上げた珍しい野菜とかいうと

ころでできるかなというのは少しだけ思っております。 

 ただ、それを絶対しますというのは、今、具体的にお話ししていないのであれな

んですけども、多種というところでは、より幅広い年代は探っていかないといけな

いなと思っているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 何か重複するところではありますが。では、こういう青図ですね、きちっとやら

ないと、いろんな人が動くときに、こういうものがきちんと共有していないと、い

ろんな方向に迷子になるわけです。その辺きちんとしていただきたい。 

 あと、お配りした参考資料を御覧いただくと分かると思うんですけど、契約生産

者数、契約していても出荷できる頻度が少ない方も含んだ数になっています。結構

多いですよね。だけど、一番左側の列を御覧ください。社会福祉法人が飲食店と併

設している直売コーナー７９ｍ２。契約生産者が１３０名に対し、コンスタントに

出荷していただけるのが五、六十人ということでした。それで写真のような農産物

の量なんです。農産物をできるだけ出荷していただきたいところですよね。 

 お伺いします。直売所に出荷するときの手数料はどのくらいでお考えでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 先ほどもお答えいたしましたが、そこをとにかく下げたいと思っております。理

想を言えば、例えば１０％とかいければいいんですけど、それはちょっとむちゃな

話でしょうから、１５から２５で計算できるような、さっき言ったバイヤー的なと

ころ、まずは給食センターさんとどこまでしっかり話を組めるかというところもあ

りますし。実は、令和７年度に急速冷凍機の導入、全然、別事業があります。これ

を活用して、例えばカット野菜、例えば１次加工したものの冷凍、タマネギのソ

テーとか、そういったところも今、構想レベルではあるんですけど、お話を進めて

いるところです。 

 差し当って着手したいなというのが果物の冷凍物で、それもひとつ、地域づくり

協議会の収入源の一本にしたいなというところで今進めて、そこをとにかくしっか

りして、農家さんについてはなるべく安い手数料の中で、ちょっとでも所得が伸び
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てくれれば、お互いウィン・ウィンでいけるかなと思っているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 課長、Ａコープは２０％だそうです。どうぞお察しください。 

 先ほど言ったみたいに、野菜、急速冷凍して、いろいろ活用したい。前からそう

いうお話を伺って、すごいいいなと思って。いつ具体的に動き出すんだろうと、い

つも議場で聞いていて思ったところでした。今、お話を伺っていても、じゃあその

次どうするのというところを、肝腎なところはやっぱり答えていただけないのかな

という印象があるんですけど。地域づくり協議会に丸投げの印象。じゃなくて、具

体的にこういう準備もしている、それで地域づくり協議会にお願いするんだよとい

うところがあったらお聞かせ願います。カット野菜だとか、あと急速冷凍機やって

果物をどうとかのあの話ですね。ここ、点と点がつながらないんです、私の中で。

というところで、すいません、細かいですけど、ちょっとご答弁願います。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 今、具体的に考えているのは、当然マンゴー、メロン。これはもう確実に、今現

在、着手できるところです。これの生産者の方については、当然農政課のほうでパ

イプを持っていますので、一緒に話ししながら進めていきます。 

 で、今、農政課のほうで冷凍容器のトレーとか調べを進めておりまして、その中

で、まず第一弾として、ふるさと納税のほうで着手できればいいなと思って今進め

ているところなんですけど、まずマンゴーとメロンで動き始めて、協議会と生産者

の皆さんのパイプをまずつくってもらってというところから始めたいと思います。

あと、その先には果物で言えばグアバであったり、島バナナであったり、あとフ

ルーツパパイヤ、熟したほうのパパイヤを今想定しています。 

 ただ、これについては地域づくり協議会のほうで、頑張っておいしい品種、今言

った３つは木で味が全然違うので、頑張って、あそこのはおいしかったよというの

を調べてもらって、そこに交渉に行って始めていただければなというふうに考えて

おります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 おいしいマンゴー、探します。これを誰がカットして急速冷凍にするのかとか、

そういう具体的なところを聞きたかったんですね、実は。 

 天城町の直売所、あたい畑（家庭菜園）からの出荷の掘り起こしを進めても、い

ろんなことをおっしゃっていたんですけど、１６１ｍ２、やっぱり広いなと思うん

です。公的な施設を建設するときは、昨今、複合化していろんな機能を附帯させる

のがはやりのようです。 
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 そこで、ご提案です。天城町にも、昨年開業された障害福祉サービス事業所がご

ざいます。直売所の一画でカフェを運営してもらうのはいかがでしょうか。 

 昨年度、所管事務調査で高知県の梼原町へ参りました。隈研吾氏がデザインした

町営図書館の中に障害福祉サービスの事業所がカフェを運営していて、飲物や手作

りのクッキー、チーズケーキを販売し、障害者の方の就労支援を行っているとのこ

とでした。天城町でも障害者就労支援のサポートをしていただきたい。 

 廣田課長、お伺いいたします。天城町内に障がい者の方、何名ほどおられますで

しょうか。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 ３つの障がいの手帳というのが今存在しております。そのうちで身体障害者手帳、

療育手帳、精神福祉手帳の所有者、これは町の台帳登録の上で５０５名となってお

ります。このうち５１名の方が住所地特例等を使って、今、町外のほうに居住され

ております。町内に居住されている方というのは４５４名となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 すみません、今おっしゃった３つの手帳を配付しているということですが、身体

障害者、療育、あと精神福祉、それぞれ何名ぐらいおられますか、参考までに教え

てください。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 町内在住の４５４名について、３種、内訳で回答させていただきます。身体障害

者手帳の所有者が３６３名、療育手帳の所有者が４４名、精神福祉手帳の所有者は

４７名となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ありがとうございます。 

 結構おられますよね。その中で就労が見込めるのは何名ぐらいいらっしゃいます

か。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 それぞれの手帳には等級、障害程度等、判定の基準のほうが記載されているとこ

ろですが、この等級のみでその個人ができること、できないこと、能力的なところ

を全て把握、判断するということはちょっと難しい状況になっております。したが

って、就労に適応するか、適合するかどうかという判断までは、ちょっと手帳情報

のみでは判断出すことができない状況となっております。 



－51－   

○１番（松山 小百合議員）   

 先ほど申し上げたＢ型事業所あしびなぁの登録者数が、今現在１５名おられるそ

うです。１日当たり平均して１０名くらいの方が利用されていて、最大２０名まで

登録が可能ということでした。天城町でも障がいのある人も普通に暮らして、地域

の一員として共に生きる社会づくりを目指していただきたい。 

 廣田課長、直売所の一画に障害者就労支援サービスを行っているあしびなぁの皆

さんにカフェをしていただくことについてのご所見をお聞かせください。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 各種障がいを持たれていても、今おっしゃった就労支援Ｂ型事業所などのような、

自分の体調や自分のペースに合わせて働く場を提供するというのはすごく大事なこ

とだと思っています。あと、そういう場で働くことで自己評価や自己肯定感の向上、

生活の質の向上等も求めること、いろいろなメリットも当事者にとっては出てくる

ものだと思っております。 

 今回、質問、回答の中でベスト・ツーリズム・ビレッジの認定等の話もありまし

た。国際基準の中で障がい者の権利条約の中に、障がい者が労働市場への参加や職

業訓練を受ける機会を持つ権利が明記されています。海外から天城町を訪問される

方が増える機会も、今後増えていくと思っております。そういった中で、その国際

基準等把握されている方がそういう働く場を見たときには、天城町に対する評価と

いうのも上がっていくものではないかと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 執行部との協議、調整等もあるとは思うんですけれども、課長が、この天城町の

障がい者福祉にこんなに心を寄せていただいているのかと思うとうれしい限りです。

ぜひ前向きにご検討いただきますよう要請いたします。 

 Ｂ型事業所あしびなぁでは無農薬のレモングラス、ゲットウ、ヨモギ、桑の葉を

用いたお茶パックの製作、キクラゲやシイタケの収穫作業、町内のツワブキを採取

して下ゆで加工したものを浅間の空の駅で委託販売を行っているそうです。この

４種類のお茶だけではなく、先ほど課長が言っていました規格外のマンゴーとか島

バナナを使ったスムージーの販売もご提案いただいています。 

 ちなみに、鹿児島県のじゃがいもは北海道に次ぐ全国で２番目の生産量を誇るそ

うですが、将来的に規格外で廃棄されてしまうじゃがいも、畑にそのまま放置され

てしまうじゃがいもを加工販売もできたらなということで、現在、手始めに漬物加

工、お茶、ツワブキの下ゆで加工について保健所に許可申請中とのことでした。 

 町長、お伺いいたします。直売所の一画に障がい者就労支援という観点からカフ
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ェをしてもらうご所見、お聞かせください。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 先ほどから質問と答えについて興味深く聞かせていただきました。まず、直売所

について、ちょっと議論が出なかったんですけど、私が今非常に期待しているのは、

今度、私たち給食センターを造ります。そこで、私はできるだけ地産地消というこ

とで、地元産の食材を使うような体制をつくってほしいということをお願いしてい

るわけです。私たちのお父さん、お母さんたちが作った野菜、食材で私たちは大き

くなったんだということを、やっぱり食育ということは、非常に僕は大事なことだ

というふうに思っております。そのために、さっきのスケジュールとか植付け計画

とか、いろんなお話もあったんですけど、当然これは給食センターとＲＭＯ協議会、

もしくは農政課と協議をしていかないといけないんですけど、やっぱり給食セン

ターに送り込むというか、それを１年に１月はこれ、２月はこれという形でスケジ

ュール表を作るということは大事かな。 

 実は、これはかつて天城すくすく会という組織がありまして、もう引退してしま

ったようなんです。その方々が非常に熱心に給食センターに食材を提供するという

ことで、天城すくすく会というのをつくって動いておりました。それは今どうなっ

ているか、ちょっと分からないんですけど、それの復活じゃないんですけど、今度、

給食センターを造るときには、このＲＭＯ協議会が受皿となって、町内のいろんな

方々から集めた農産物をそこに持っていくという役割も私は担っていただきたいと

いうことを、ひとつ私の考え方としては付け加えさせていただきたいというふうに

思います。 

 実は、１０月１日に天城町「ジェンダー平等推進のまち」宣言をしました。鹿児

島県でも多分１番目か２番目ではないかなというふうに思っています。男女共同参

画宣言はしていますけど、ジェンダー平等まで踏み込んだ町は今あるのかなと私は

思っていますけれども。その中で、やっぱり性別、それから年齢、それから立場、

体の強い・弱い、そういったことに関係なく、全ての町民が心豊かで、そして笑顔

で過ごせる町、天城町をつくっていきたいというのがジェンダー平等宣言の、私は

根本的な考え方かなと思っております。 

 そういう中で、身体障がい者といいますか、体の不自由な方々がどうやって社会

参加をするかということは、とてもとても私は大事なことかと思っております。そ

ういう中で、今回の直売所の中でどのような形で、今、具体的にお名前が出ていま

すけど、あしびなぁの方々がそこに参画できるかということについては全然拒むこ

とでもないし、今、碇本課長が、これからもいろんな組織がそこに入ってほしいと



－53－   

いうことをおっしゃっていますので、そういった形の中で具体化をしていければ、

また、その方々にできること、できないこともあるでしょうから、そういったこと

をもう少し具体的に詰めていくということは大事かなと思っております。 

 こういう体の不自由な方々への社会参加というのは、これから天城町とすれば率

先して進めていかないといけない課題だというふうに私は認識しております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 次に、夏場の農産物出荷量の確保という点です。先ほど申し上げましたＡコープ

の農産物の直売コーナーなんですけれども、夏場の出荷量がとても少ないのだそう

です。ご存じだったでしょうか。 

 碇本課長、お伺いいたします。出荷の見込みが落ちる夏場について、何かお考え

はありますでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 Ａコープもなんですが、私たちのうおっちょのほうも夏場が非常に苦労というか、

もう皆無というところで課題になったところです。その中で、昔、シカクマメとい

う、あれが夏場、比較的強くて、収穫が大変なくらい発育旺盛です。そういった品

目を探すというのが一つ。 

 もう一個が、その時期に、例えば乾燥野菜に注力してみるとか、さっき言った

１次加工したものに注力してみるとかいったところも、今、農政課内では話してい

るところです。 

 あと、もう一点、先ほどのあしびなぁとのところなんですが、実は農業センター

もご協力いただいていて、鉢上げのときとか。今回、直売所の構想の中で、当然入

荷というのが毎日あるわけじゃありません。あたい畑（家庭菜園）からのやつが多

いときには、当然こちらでの１次作業が必要になる。そこら辺との絡みはちょっと

今思いつつ、さっきの包括経由なんですけども、できそうな人いますかという中で、

大丈夫ですよというところがありますので、そこも具体的に週何日とかいうのが固

まった時点で協力もらえればなと考えているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 シカクマメ、品質の、探すのもいいかもですね。 

 天城町で、夏場、生産量が落ちるとき、どうしたらというところで、水耕栽培し

てはどうかと。徳之島町のビニールハウスではなくて、福岡などの都市において、

ビルの中などの屋内で室温と室度を調整して、太陽光の波長に近い専用のＬＥＤを

照射することで虫がつかない、農薬を使わず、年間３００品種の葉物野菜を出荷し

ている会社もございます。天城町で水耕栽培と考えた場合、初期投資費用はなるべ
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く抑えたい。そこで、新給食センター移転後の給食センターを利用できないかなと。

夏場の直売所の品薄対応はもちろんですけど、台風時の食料確保にもなります。 

 ちなみに、猛暑日が続いた今年の野菜の価格、皆様ご存じでしょうか。トマト

３つで４９８円、白菜７００円もしました。青ネギ、長ネギ、何と３９８円。スー

パーで悲鳴を上げそうになったのは私だけではないと思います。天城町の食料自給

力向上に寄与するものにもなりますし、栽培、収穫に、雇用創出にもつながるもの

ではないかと思います。収穫、栽培に当たっては、町内の障がい者への就労支援に

もつなげていただきたい。 

 町長、お伺いいたします。台風で船が来なくても、猛暑日が続き葉物野菜の価格

が高騰しても、天城町の皆さんに新鮮で、適正な価格で、お野菜を食べてもらえる

ようにしていただけないでしょうか。いかがでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 去年の台風で１４日間、船が来なくて、コンビニですとか町内の店舗がほとんど

空になったという状況がありました。そういう中で地域の方々は、お互いに助け合

いながら融通していただいたんだろうなと思っております。 

 やはり、今議員のおっしゃるような形で、夏場は自給野菜をしっかりと確保する

ということの方策は、今、水耕栽培ですとか、いろんな、碇本課長からもお話があ

りましたので、そういった工夫については、これから私たちが、しっかりと行政が

対応していかないといけない大きな課題かなと思っております。 

 そのために、先ほど碇本課長がお話ししておりますけども、今度は奄振事業を活

用して急速冷凍機を導入して、一定期間、品質を落とさないで、また出荷できるよ

うな、そういったものができないかということで、今、私たちは工夫をしています

けども、じゃあ、地元で何かを作ってそれをということについては、大変大事な課

題かなと思っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。２時１０分より再開をします。 

休憩 午後 ２時０１分 

─────────── 

再開 午後 ２時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 松山議員。 

○１番（松山 小百合議員）   

 徳之島町の福祉農園で作っているサラダホウレンソウ、ミズナ、コマツナ、きれ
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いで新鮮でおいしいのです。二番煎じでもいい、いいものはどんどんまねましょう。

徳之島町はビニールハウスで水耕栽培を行っています。天城町は屋内なので、どん

な大型台風が来ても倒壊するリスクもなく、栽培、出荷ができるのではないでしょ

うか。前向きにご検討いただきますよう要請して、次の質問に移ります。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館において、闘牛、その他イベントがないときの活用

について質問していきます。 

 梅岡課長、徳之島の年間の闘牛大会の回数はどうなっていますでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 直近の部分で確認をさせていただきました。徳之島の年間の闘牛大会数ですが、

１４回ほど開催されているというふうに伺っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 完成しましたら、全島大会も含め、観光闘牛も含めて、何回くらい開催できそう

ですか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まず、闘牛大会の開催につきましては、徳之島闘牛連合会という組織がありまし

て、そこでいろいろ大会の調整をした上で開催されるというふうに思っております。

したがいまして、昨年、直近で言いますと１４回なされておりますので、これの半

分、７回は闘牛大会、開催できるだろうというふうに伺っております。 

 近年、その三大タイトル以外に、若い人たちが個別で興行を開催しているという

ふうに伺っておりますので、最大で１４回ですので、しばらく、また増えるという

ふうに話は伺っております。天城町で、もし開催するとなりましたら、闘牛大会に

つきましては７回を想定しています。 

 観光闘牛につきまして、まだ具体的にどこまで開催できるか、催しできるか、ま

だ煮詰まってはいないんですけれども、天城町闘牛協会のほうに話を持ちかけたと

ころ、かなり興味を持っておられましたので、そのあたり、令和７年度で具体的に

詰めていきたいなというふうに考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 課長、お伺いいたします。伝統文化体験館の費用対効果について、ご所見を伺い

ます。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今ご質問の費用対効果についてなんですけども、申し訳ございません、まだその
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あたりまで具体的な数字的なものはちょっと試算をできていないところでございま

す。といいますのが、まず大会をするに当たって、その大会の利用料をいうものを

今から定めていかないといけないのかなと思っています。 

 幸いなことに、伊仙町のなくさみ館をベースになるとは思うんですけども、それ

以外の沖縄のうるま市さんとか、そういった部分の利用料を勘案しながら設定をし

ていった中で、闘牛大会、例えば７回ですと、なくさみ館で試算しますと７０万、

ビデオでいくと、また撮影で７０万ということですので、年間１４０万の利用料に

なるのかなとは思ってはいるんですけれども、これもまだ試算段階なので、しっか

りと我々の体験館でどこまで設定できるかというのが、今から令和７年度で決めて

いきたいというふうに考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 施設に関する条例の用意のご予定など、ありましたでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 伊仙町のなくさみ館、そして、うるま市さんも設置条例が制定されておりますの

で、これも令和７年度には、しっかり我々のほうでつくり込んで、議会の皆様にお

諮りをしていただきたいというふうに考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今現在で用地の購入、現在までの建設費で既におよそ９億円、これから外構工事、

牛の待機場の整備等外構工事もあると思うので、建設費としては膨らむのは必至で

す。当時の議会でも行政執行の優先順位の観点で討論がありましたけれども、起立

採決で建設が決まりました。中学生の意見発表の中でも、闘牛場より体育館なおし

てほしい、プールの温水化を早くしてほしい、そういう声をたくさん聞きました。

ここにおられる皆さんも少なからず聞いているはずです。建てて満足じゃ困るわけ

です。 

 民間なら、初期投資にこれだけかかるマーケティング調査の実施、施設使用料の

設定、利益を出すための多角的なアプローチの方法の勘案、出店の誘致などなど、

建設する前から青図があってしかるべきのはずです。行政なので薄利で構わない。

ですけど、行財政運営を行うに当たって、民間の価値観も持ち合わせていただきた

い。この場合の利益とは、町民の皆さんに喜んでいただく、そういった見えない利

益のことも申し上げたいのです。これは、商工水産観光課、農政課に限ったことで

はありません。全課全職員も民間の価値観を持ち合わせていただきたい。 

 いま一度申し上げますが、これだけの予算を投じて造ります。費用対効果を上げ

るためにこういう企画を立ち上げます。ほかの課からも、そういう熱量がほしいと



－57－   

ころです。 

 では、伝統文化体験館、現段階で出来上がった場合、年間を通してかなりの日数、

遊ぶわけです。もったいない。先般この議場でも、子供たちのために屋内遊具施設

の建設について議論がなされました。現在、私は天城町子育て計画の策定委員とし

て、計画策定に伴いアンケート調査の内容精査を行い、集計結果に基づいて子ども

計画の素案について審議しているところです。 

 そのアンケート結果の中でも、「遊具で遊べる屋内施設が欲しい」という項目で

約６割の保護者の方が希望されていました。前向きにご検討はいただいたとしても、

完成までに数年はかかるものだと思っています。でしたら、数年の間の暫間的な期

間でもいい、闘牛場の空いたスケジュールで、撤去が可能な遊具施設の設置を検討

してはいかがでしょうか。 

 お配りした参考資料を御覧ください、直径２０ｍのサークル内に設置及び撤去が

可能な遊具の概要です。梅雨時期でも酷暑の中でも、子供たちが遊べる屋内エアー

遊具です。これ、種類いっぱいあるので、私がかいつまんでちょっと載せただけな

んですけど、購入もレンタルもできるようです。附属しているエアーブローで設営、

対象は３歳以上、中学生くらいまでの対象のものも選べます。１回で遊べるのは

１０人程度からのものを見繕ってみました。有償でご案内する場合は、九州地区だ

と相場が１０分３００円から５００円、関東地区では７００円ぐらいの価格設定が

されているようです。もちろん無料でもＯＫ、要するに天城町の子供たちは無料、

他町はお幾らという価格設定もありなのかなと。 

 ほかにも、参考資料中央にございますトランポリンパークというもの、いわゆる

巨大なトランポリンですが、サイズやレイアウトをカスタマイズできるそうです。

だから、直径２０ｍのサークルの中に、いろいろカスタマイズもできるようです。

ＱＲコードも動画で見れるので、多分、皆様も世代的にちょっと分かりにくいかな

と思って、こういうのも作ってみました。子供たちが喜ぶものだと思うので、ぜひ

ご参照ください。 

 町長、お伺いいたします。天城町のわれんきゃが喜ぶと思いますが、サークル内

の撤去可能な遊具の設置について、ご所見お聞かせください。 

○森田 弘光町長   

 まず１点、子ども計画のお話が出てきましたので、子ども計画を今、つくってお

ります。その中でしっかりと子供の遊具、そういったものを、子供中心の施設につ

いては考えていきたい。数年かかるかも分かりませんということでしたけども、で

きるだけ近い期間の中でつくっていければというふうに思っております。 

 また、自然と伝統文化体験館、自然を体験するということでウンブキの中をバー
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チャルで経験できるような、また、世界自然遺産を体感できるような施設も、その

施設の中にはできるということになっております。今の農産物直売所を含めて、そ

してうおっちょ、そして山猪工房、また隣の総合運動公園、全体が一つの施設とし

て使うことを目指したいというふうに思っております。 

 今、松山議員のお話の中で、子供たちが自然と伝統文化体験館に来て遊べるよう

なところ、そしてまた子供広場が総合運動公園の中にあるわけでありますけど、そ

こで急に雨が降ってきた場合なんかはどうしましょうということがずっと議論をさ

れてきました。そういう中で、大変、貴重なご提案かなというふうに拝聴しており

ます。これについても、いよいよ具体化していく中で計画できればというふうに思

っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 この遊具で遊んでいる子供たちを観客席で見守りをする間、休憩をする間、先ほ

どご提案したカフェで飲物を購入する方も出てくるでしょう。また、遊びに来たつ

いでに、うおっちょに寄って、お食事をする動線もできるものにしたいものです。

うおっちょでサメバーガーを提供していますよね。あのサメバーガーとポテトフラ

イをセット販売でテイクアウトできるようにして、闘牛場の観客席で昼食を取りな

がらなんていうのもいいのではないでしょうか。 

 ついでに、シシ肉のミンチでハンバーグを作って、ハンバーガーセットも用意し

ていただきたい。天城町にはマクドナルドはないけれど、隣町まで行かなくても、

天城町の子供たちにハンバーガーぐらい食べさせてあげたいのです。この山猪工房

の猪肉の出口としても、農政課と商工水産観光課でご検討いただきたいです。 

 お伺いいたします。ふるさと納税の返礼品の開発でメンチカツ、断念されたとい

うお話でしたが、その後、何か新しい商品開発は進められていますでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 おととし、猪肉を活用したメンチカツ、試作いたしました。物は出来上がったん

ですが、いかんせん、ふるさと納税の返礼品での活用がメインで考えておりまして、

そのとき仕上がった猪の割合が１４％、残念ながらふるさと納税の返礼品としての

活用はちょっと望めないなと。また、それ以上、上げてしまうと、まず価格面で対

応できないというところで、試作して物は出来上がったんですが、販売まで至って

いないところです。 

 もし、あそこ一帯の設備がしっかり運用が始まって、商品化して経済的に商売が

成り立つような見込みが立てば、開発したメンチカツの復活もありでいいのかなと

思っております。 
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○１番（松山 小百合議員）   

 猪肉の出口ですが、ふるさと納税の返礼品以外にも島内という市場がございます。

Ａコープで、小さいハンバーグ５つで３００円で売っているのをご存じですか。こ

れ猪肉で、いろんなのを混ぜて柔らかく仕上げて、解凍してそのまま焼くだけのハ

ンバーグとか、子供が喜びそうなもの、簡単に調理ができるもの、できたら安いも

の、あったら島内のお母さんたち喜んで買ってくれると思います。うおっちょのメ

ニューにも入れて試食してもらい、猪肉の消費拡大についてもこのタイミングで絡

めることができると、あまぎ自然と伝統文化体験館のオープンのとき、インパクト、

人流の獲得、違ってくるものではないでしょうか。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館のオープンに伴い、農福連携、漁業の活性化、鳥獣

被害対策、子育ての楽しい天城町のＰＲ、いろんなところにてこ入れできる可能性

があるはずです。慣例で仕事をするのではなく、各課をまたいで連携を取って、こ

の好機を逃さず頑張っていただきたい。頑張れ天城町、職員の皆様、キバティタ

ボーリヨ。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、松山小百合議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号４番、喜入伊佐男議員の一般質問を許します。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 町民の皆様、こんにちは。第４回天城町議会定例会の一般質問の許可が議長より

下りましたので質問をしてまいります。 

 １項目、環境整備について。 

 １点目、天城中学校グラウンドの水はけ対策及び外周の雑草除去について。 

 ２点目、Ｂ＆Ｇ海洋センター内すぱーく天城の室内へ扇風機を設置できないか。 

 ２項目め、兼久地区の畑地帯総合整備事業計画について。 

 １点目、令和６年度の進捗率及び令和７年度以降の事業計画について。 

 以上、２項目３点、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、喜入議員のご質問にお答えいたします。 

 喜入議員のご質問、３項目ございますが、２項目については教育委員会関係でご

ざいます。教育長のほうからお答えいたします。 

 それでは、２点目、兼久地区の畑地帯総合整備事業計画について、その１、令和
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６年度の進捗率及び令和７年度以降の事業計画についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 今年の１０月１６日に徳之島地域国営、また附帯県営事業に係る意見交換会が天

城町で催されました。そこには鹿児島県農地整備課長、そして国営事業対策監の

方々が来町されました。そこで本町から要望や課題等について、５項目について要

望いたしました。 

 その中の兼久地区の畑地帯総合整備事業につきましても要望しておりますが、今

年の進捗率ということでありますが、今年の８月２日に地区内に耕作面積５０ａ以

上、５反以上ですね。５０ａ以上の方、５１名を対象に、事業概要、またその、事

業計画図面、作業スケジュール等について、大島支庁徳之島事務所農村整備課、そ

してまた土地改良連合会から、先ほどの地権者へ説明がなされました。 

 今年度は畑総事業に対しての意思確認、そして同意徴収、そして、その事業の推

進委員の確定を行っていくということにしております。 

 以上、私から喜入議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育行政について答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、喜入議員の１項目め、環境整備についてお答えいたします。 

 その１点目でございます。天城中学校グラウンドの水はけ対策及び外周の雑草除

去についてでございます。 

 お答えいたします。 

 天城中学校のグラウンドは正門入り口から校舎の間の水はけが悪いということと、

フィールド内に草や芝生が入り込んできているという状態を教育委員会としても把

握をしているところでございます。 

 生徒たちが体育等の授業で安全に活動できる場、さらには地域住民との交流の場

としてとても大切であり、今後は早急に整備を進めていきたいと考えております。 

 その２点目、Ｂ＆Ｇ海洋センター内すぱーく天城の室内に扇風機を設置できない

かとのご質問でございます。 

 お答えいたします。 

 現在、Ｂ＆Ｇ海洋センターには５台の業務用の大型扇風機があり、うち２台はト

レーニング室とプールで使用しております。そのため、すぱーく天城でイベント等

がある場合に、暑さ対策や熱中症対策で貸出しができる業務用大型扇風機が３台と

少ないため、令和７年度の当初予算において予算計上を検討しているところござい

ます。 
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 以上でございます。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 町長並びに教育長から答弁をいただきました。 

 まず１点目、環境整備について、天城中学校グラウンドの水はけ対策及び外周の

雑草除去について。 

 今年９月の中学校の運動会のときに物すごく水がたまっていて、そして１００ｍ

走のゴールのラインの線が引けないということで、昼から学校のプログラムを先延

ばしして、午後にやったと聞いております。私は午前中で帰りましたので。 

 こういうことは、まず、私の考える思いは、やっぱり体育祭、グラウンドを使う

ことに関して、晴れているときは何事もなくスムーズに運動会、競技等、サッカー

でも野球でもできると思いますけど、今年は１年間通して雨量の流れを見てみます

と、ＡＹＴの気象情報でも１時間前ぐらいの予報は出ています。 

 だけれど、運動会のときは、前もって１時間前とか、そういうことの考えている

思いじゃなくて、やっぱり半年前ぐらいから、そういう雨水対策というのはなるべ

くできて、生徒、子供たちがスムーズに記録を出す。グラウンドの土、そういうの

は、よくよく考えてもらってスムーズに競技ができるようにしてほしいという思い

が私にはありましたもので、この質問に入らせていただきました。 

 和田総務課長の思い、考えを端的にお聞きしたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 天城中学校のグラウンドですが、他の校舎が平成１８年の２月に新校舎になって

おりまして、その当時の記録の写真が残っておりまして、そこには草が生えていな

い状態できれいなグラウンドでした。そこから年月が経ち、今、天城中学校のグラ

ウンド、私も現場に行ったんですけれども、外の芝生、草が、もう中のグラウンド、

フィールド内のそばまで寄っておりまして、草が生えるということは水分を含むと

いうことで、どうしても雨が降ってしまうとグラウンドがぐちゃぐちゃになってし

まうと、非常に悪いなと思います。 

 教育委員会といたしましては、専門業者等に見せて何かいい対策がないか、また

予算化をして早急に対応ができればと思います。 

 また、整備をした後に、また維持管理という面がありますので、ここは、例えば

グラウンドを使っている団体に鉄筋を引っ張って草を取ってもらうだとか、あとは

ＰＴＡ等にも協力を投げかけて、グラウンドの維持管理に努めてくださいというこ

とで、我々も協力をしながらやっていきたいなと考えております。 
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○４番（喜入 伊佐男議員）   

 取りあえずは外周の雑草、それを取り除くということの予算措置をしてもらいた

いと思います。そして、芝、何年か山土を入れてローラーで転圧して整地して、

３年ぐらいは生えないんじゃないかと思いますので、それから雑草の整理をしてい

く。別にシルバー人材センターの人なんかにもビーバー使ってもらって、それでも

できるんじゃないかなと思いはしますので、校区の父兄の方々じゃなくても、そう

いうやり方もできると思いますので、なるべく早めに、来年の夏休み頃の間に新年

度の予算を取り付けていただいて、測量会社にお願いしてどれだけの予算がかかる

のか、その予算も３つぐらいの案を立てて、仮に２００万、３００万、５００万と

か、どれだけの予算が膨らむか分からないから、３つぐらいの予算を立てて、概算

を出してもらって、それに見合う町独自の、なるべく補助金とか少しでも付ついて、

県の補助金がついてやっていただくのが、町としては早くスピードよくできるんで

はないかなと思っておりますので、課長としては夏休み中までにこの予算を取り付

けて工事に入りたいという心意気をお聞かせください。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 ご提言ありがとうございます。予算がかかりますので、３つほど、どういった方

法があるのか、やはり専門業者に確認しながら、お伺いしながら、また予算があり

ますので、令和７年度の予算計上しながら、つきましたら８月までにやりたいと思

っております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 雑草を取り除いた後に、雑草の今現在の厚みは１０cmぐらいは生えているんじゃ

ないかと思いますが、それを取り除いて、除去して、あと山砂を入れる。それは業

者が選定しますので、どの土がグラウンドにいいのか、そこのところは、私はそう

いうことに関してはあんまり関知していうべきものではないと思っておりますので、

そこのところは課長のほうで判断していただいて。この質問は課長がＯＫという二

重丸のサインが出ましたので、この質問はこれで終わらせていただきます。 

 引き続きまして、２点目のすぱーく天城の暑さ対策、これについて中課長にお聞

きします。今現在の気温は少し下がっているんですけど、８月、９月、３カ町老連

のとき、また集落対抗の老連の運動会、このときの気温は、端的に暑さの、それ肌

身に感じて、もう三十七、八℃ぐらいはあったんじゃないかと思います。 

 そして、各集落の方々が工場用の扇風機を二、三台持って行って、私も持って行

ってお貸ししました。それでも少し暑いなという感じがしましたもので、そして各

集落の方々、口々に帰りしなに、扇風機ぐらいあってほしいねという声がありまし
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たもので、これから１００歳ぐらいまで長生きできる方たちばかりですので、寿命

を長く延ばすためにも、安心、安全な涼しい状態でスポーツをしていただけたらと

思って、この質問にさせていただきました。 

 そこで、私の一個人の考えは、扇風機を天井のほうに６機ぐらいつけたらどうか

なという思いでしたけれど、その扇風機も、よくテレビに出ているハワイとか、あ

あいうホテルでヘリコプターの羽根みたいな、ああいう扇風機もいいんではないの

かなと思ったりしたんだけど、天井が高いというもので、そこはつけられないとい

うことでしたので。 

 中課長の考えで、どういう扇風機とか、そういう涼しいのがいいのか、ちょっと

お聞きしますので、お願いします。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど喜入議員がおっしゃっておりましたすぱーく天城ですね、平成９年に落成

をして、もう２７年、あそこも経過をしております。最近は、やはり今年昨年と、

厳しい暑さから危険な暑さという表現もされており、また、すぱーく天城は室内に

なります。なので、先ほど町民体育祭の話もございましたが、やはりあそこのす

ぱーく天城についても、先ほど議員がおっしゃいました、ねんりんスポーツ大会等

があって、結構暑さが厳しかったというふうな意見を、この一般質問する前、その

ねんりんスポーツ大会が終わった後、一町民の方からもそういった意見が社会教育

課のほうにはありましたので、今後、その暑さ対策もしていかないといけないなと

いう矢先この質問が出て、先ほど教育長のほうからの答弁もございましたが、貸出

し用の大型扇風機はＢ＆Ｇ海洋センターのほうには５機ございます。ですが、２機

についてはトレーニング室とプールのほうで使っておりますので、残り３機ござい

まして、その３機をねんりんスポーツ大会のときには使用していたと認識しており

ますが、やはり室内が広いですので、また、もうちょっと貸出し用の大型扇風機が

あれば体育館でいろんな催物があるときも使えるという観点から、令和７年度当初

予算に計上して、また検討していきたいというふうに思っております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 大型扇風機が今５台あるという、移動式の扇風機ですね。その扇風機の性能は普

通の家庭用の、ただ羽根が回って風だけ送る。私が言いたいのは、水道水を入れて

冷風を飛ばすのとか、余分に買うんだったら、そういうのを買ったらどうかなとい

う思いがあるんですけど。営業用とか工場用とか、そういうのもあるんじゃないか

なと思いはしますので、そこのところの見解、お願いします。 

○祷 清次郎副町長   
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 今、喜入議員から、水を使った扇風機で暑さ対策という意見が出ましたので、実

は防災用に、体育館、避難所に使うためのスポットクーラー、大型が３台、町にご

ざいます。またそういったものもイベント時に活用していただければと考えており

ます。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 それ、私、今日初めて聞きました。ここにいらっしゃる方、みんな、それは副町

長だけしか分からない資材だと思っております。そういうのがあれば、じゃんじゃ

ん、どしどし、ねんりんピックのとき出していただければ大助かりしよったのに。

この質問、なかったはずと思いますよ、多分。そういうのを、あと６機ぐらいは必

要と思いますので。西側、真ん中中央、東側、あと３機ぐらい買うんだったらそう

いうのを６台そろえるような形で、水道水の冷風を出すようなものを買っていただ

きたいとこう思う。 

 それと、社会教育課長、東側のほうに、朝、競技した場合、東のあがりのほうの

てぃだが熱いのよ。左、北側の隅っこのほうにすだれ、よしず、あれを今年立てか

けたんだけど、それでもやっぱり暑いね。ゆくゆくは東側のほうに屋根の上からベ

ランダみたいなのを、テントでもいい、下ろせるように、３ｍ、４ｍぐらい下ろせ

るような仕組みもつけてもらいたいという思いがありますのですから。これは中課

長のほうで出していただいて、早急にまだ要らないと思いますので。取りあえず冷

風扇風機を３台買うということで決定ということで、教育長、そこの認識をどう考

えているか、最後の教育長の考え、よろしくお願いします。 

○院田 裕一教育長   

 ありがとうございます。先ほどの松山議員の話の中でもあったんですけれども、

今、あそこの公園が天城町だけではなく、徳之島全体の子供たちが遠足で、本当に

有効に使ってもらっているんですよね。要するに外で遊ぶ。もし、外で遊べなかっ

たときに、雨天のときはどうするのかというようなところもあって、例えば体育館

だったり、すぱーく天城だったり、セットで使えるというふうなことで、先ほど体

験館ができたら、そこの辺りにそういうのがもしあれば、あそこに一つの大きな場

所として、すごく教育的な効果もいいんじゃないのかと思っております。 

 今、議員がおっしゃったように、スパーク天城が熱中症対策も十分できています

よというのが、そういうのができたら、さらに天城町の子育てというか、そういう

ところは、またしっかりアピールできるようないいものに出来上がっていくんじゃ

ないかなのと思っておりますので、今の議員のご指摘を、しっかりまた我々も受け

止めていきたいと思います。本当にありがとうございます。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   
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 分かりました。これで社会教育関連の質問は終わらせていただきます。 

 引き続きまして、２項目めの土地改良事業のほうに入ります。 

 課長のほうで資料を頂きました。令和６年度の計画を分かる範囲でよろしいので、

お願いします。 

○柚木 洋佐農地整備課長   

 令和６年度でよろしいですか。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 ６年度か７年度で、もう続けて言ってもいい。 

○柚木 洋佐農地整備課長   

 ６年度の計画というか、８月２日の日に受益者を対象にして、兼久、堆肥セン

ターから赤正までの３５町歩を最初に第１兼久として計画をしてみてはということ

で提案があり、説明会を開いております。その中で鹿児島県のほうから事業概要の

説明と、そして連合会からは計画図面の説明、事業採択に至るまでの作業スケジ

ュール等の説明会をさせていただきました。 

 それで、５０町歩以上と５１名という方々については、前回８０町歩の計画とい

うことの中で、この方々を対象にしましたが、今回、県からは堆肥センターから赤

正までの３５町歩ということになりましたので、受益者も減ってきますし、筆数も

減ってきます。そして令和７年、来年については、その事業に参加ができる方、で

きない方の区別をして、また計画を立てなければいけないということを思っており

ます。 

 まず最初に説明会を開いて、この畑総事業に参加していただける方の意思確認を

行いたいと。その後に推進委員の選定もしないといけないので、そこら辺について

は喜入議員についても推進委員のほうに参加していただいて事業の推進をしていた

だければというふうに思っております。来年はそういうことになっております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 分かりました。８０町歩が約３分の１ぐらいの面積に縮小してやっていくと。ま

ずは同意書を、なるべく令和７年度以内に公民館にて地主さんへ通達して、同意書

をもらう確認をまず最初に、令和７年度中にやっていただきたいという思いがあり

ます。 

 そして、測量同意書をもらって測量に入る、そしてまた設計に入るということで、

トータル、年数は４年か５年はかかるのではないかと思っておりますので、県単事

業ですので、１工区を３町歩、４町歩ぐらいの面積でやって、５年、６年、十四、

十五年はかかるんじゃないかなという思いでおりますので、農地整備課の課長には

もっと動いてもらって、早く工事が完成できるぐらいまで、なるべく１年、半年と
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縮めて工事発注ができるようにご尽力いただいて、これで私の一般質問は終わりま

すけど。 

 これは兼久校区の件ですので、県道の簡易郵便局の前はよく整備されて、着々と

工事が６０％ぐらいは進んでいる状態と思われますので、これも町長、また建設課

長、また兼久の有志の方に目いっぱい汗を流してもらったおかげと思っております

ので、これが一直線に見通しのよい直線になって、地元住民も大いに喜んで、また、

町外の方々も１分は車で短縮、１分じゃなくて１２、１３秒ぐらい、でラーメンが

沸くぐらいの時間で通り過ぎるという道になってきました。今までは大型バスが対

向から来たときはよけて待つとか、そういう状態でしたので、これも兼久の道路拡

張改良工事、これと土地改良事業、また大いに兼久の活性化に向けて、町執行部と

して一生懸命、がんばっていただきたいと思います。 

 これで、私の一般質問は終わらせていただきます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、喜入伊佐男議員の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

散会 午後 ２時５５分 


